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Ⅰ  第4次広島市安全なまちづくりの推進に関する基本計画に掲げた施策目標と刑法犯
認知件数等の状況 

 
  (1) 基本計画に掲げた施策目標 

    第4次広島市安全なまちづくりの推進に関する基本計画(令和3年3月策定)において、次

のような施策目標を掲げて、各施策に取り組んできました。 

 

 

 

 

 
  (2) 刑法犯認知件数の推移 

    令和5年の刑法犯認知件数は7,080件となっており、前年の令和4年と比較して1,198

件の増加（20.4％増）となっています。この要因として、令和5年5月に新型コロナウイ

ルス感染症の感染症法上の位置付けが５類感染症に移行され、外出する機会がこれまでと

比べて増加した影響等が考えられます。 

    令和4年・5年と刑法犯認知件数は2年続けて増加となり、新型コロナウイルス感染症拡

大前の令和元年の水準に近付きつつあるため、引き続き犯罪情勢の動向を注視する必要が

あります。 
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刑法犯認知件数の推移

○刑法犯認知件数を年間 5,700 件以下とします。 

○市民の安心感の向上のため、不安に感じる犯罪の認知件数を年間 2,600 件以下とし
ます。 

 

（件） 

【第２次基本計画の施策目標】 
昭和 48年の 12,774件/年以下 

 

【第３次基本計画の施策目標】 
7,500件/年以下 

 

【第１次基本計画の施策目標】 

ピーク時の半減(14,535件/年以下) 

 

【第４次基本計画の施策目標】 
5,700件/年以下 

 

資料：広島県警察提供 
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  (3) 各区の刑法犯認知件数の状況 

    令和5年の刑法犯認知件数は、令和4年に比べて減少している区もありますが市全体では

20.4％増加しており、繁華街・歓楽街のある中区の犯罪率が引き続き高くなっています。 

    なお、新型コロナウイルス感染症拡大前の令和元年と比較した場合では、市全体で約2％

減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  (4) 不安に感じる犯罪の認知件数の状況 

    刑法犯認知件数のうち自転車盗や器物損壊等など8罪種について、「不安に感じる犯罪」

と定義し、第4次基本計画では、年間2,600件以下を施策目標としています。令和5年の

「不安に感じる犯罪」の認知件数は3,309件で、前年の令和4年と比較して689件の増

(26.3％増）となっています。これは、自転車盗の増加が主な要因であり、令和5年5月に

新型コロナウイルス感染症の感染症法上の位置付けが５類感染症に移行され、外出する機

会がこれまでと比べて増えた影響等が考えられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

（単位：件）

令和元年 平成１４年

自転車盗 2,037 1,482 555 37.4 ％ 1,803 6,225

車上ねらい 150 149 1 0.7 ％ 219 1,985

器物損壊等 685 669 16 2.4 ％ 808 2,743

侵入強盗 3 4 ▲1 ▲ 25.0 ％ 1 17

侵入窃盗 232 174 58 33.3 ％ 356 3,109

住居侵入 101 78 23 29.5 ％ 132 298

性犯罪（不同意性交等、不同意わいせつ） 101 64 37 57.8 ％ 101 194

総　数 3,309 2,620 689 26.3 ％ 3,420 14,571

区分
(参考)

増減率（％）

不安に感じる犯罪の認知件数の状況

資料：広島県警察提供

増減数令和5年 令和4年

 

（単位：件）

新型コロナウイル

感染症拡大前

（令和元年）

ピーク時
（平成14年）

中区 2,082 1,841 241 13.1 ％ 14.55 2,068 7,344

東区 536 544 ▲ 8 ▲ 1.5 ％ 4.58 508 2,315

南区 1,233 937 296 31.6 ％ 8.55 1,194 4,394

西区 937 783 154 19.7 ％ 5.01 1,228 4,519

安佐南区 1,060 818 242 29.6 ％ 4.32 990 4,622

安佐北区 521 343 178 51.9 ％ 3.87 473 2,151

安芸区 194 188 6 3.2 ％ 2.61 242 1,158

佐伯区 517 428 89 20.8 ％ 3.71 488 2,568

全市 7,080 5,882 1,198 20.4 ％ 5.98 7,191 29,071

各区の刑法犯認知件数の状況

資料：広島県警察提供※人口千人当たりの刑法犯認知件数における人口は、令和5年12月1日現在推計値を使用

区分 令和5年 令和4年 増減数
人口千人当
たりの刑法
犯認知件数

増減率

参考
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人口千人当たりの刑法犯認知件数（令和5年）

資料：福岡市調査【暫定値】、人口は令和 5 年 12 月 1 日現在 

  (5) 人口千人当たりの刑法犯認知件数の政令指定都市比較(令和5年) 

    本市の人口千人当たりの刑法犯認知件数は、5.98件(令和4年：4.94件)となっており、20

政令指定都市中、多い方から10番目となっています。 

    なお、最も少ない都市は、熊本市の4.00件、最も多い都市は、大阪市の14.21件です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（件） 

【第４次基本計画の施策目標】 
4.81《5,700件/年の場合》 



4 

 

  (6) 再犯者・再犯非行少年の状況 

    第4次広島市安全なまちづくりの推進に関する基本計画では新たに「再犯防止のための体

制づくり」を掲げており、本市の地方再犯防止推進計画として位置づけています。 

    令和4年の広島県における刑法犯検挙者中再犯者率は、50.6％で前年を1.5％下回ってい

ます。また、令和4年の広島県における犯罪少年の再非行少年率も、26.6％で前年を0.9％

下回っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  (7) 子ども・女性に対する声かけ等の把握状況 

    令和5年の子ども・女性に対する声かけ等の把握件数は1,278件で、令和4年の把握件数

と比較すると58件増加しており、依然高い水準で推移しています。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

単位：件

区　分 平成30年 令和元年 令和2年 令和3年 令和4年 令和5年

子ども 583 621 519 555 506 564

女性 871 844 782 802 714 714

合計 1,454 1,465 1,301 1,357 1,220 1,278

資料：広島県警察提供

 

 

（参考）

再犯者率（全国）

平成30年 4,440 2,275 51.2% 48.8%
令和元年 4,493 2,277 50.7% 48.8%
令和2年 4,206 2,142 50.9% 49.1%
令和3年 4,036 2,102 52.1% 48.6%
令和4年 3,958 2,001 50.6% 47.9%

資料：法務省大臣官房提供

（14歳以上の罪を犯した少年（20歳未満））

（参考）

再非行少年率（全国）

平成30年 499 177 35.5% 35.5%
令和元年 481 171 35.6% 34.0%
令和2年 450 141 31.3% 34.7%
令和3年 320 88 27.5% 33.7%
令和4年 365 97 26.6% 31.7%

資料：広島県警察提供

検挙者数（人） 再非行少年数（人） 再非行少年率

広島県の刑法犯検挙者中の再非行少年数・再非行少年率（犯罪少年）

広島県の刑法犯検挙者中の再犯者数・再犯者率

再犯者率再犯者数（人）検挙者数（人）
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  (8) 特殊詐欺被害の状況 

    令和5年の特殊詐欺被害の認知件数は117件、被害額は約4億1,100万円で、令和4年と

比較すると、認知件数は約60%増加し、被害額は約25%増加しました。 

 

 

  

区　分 平成30年 令和元年 令和２年 令和3年 令和4年 令和5年

認知件数
（件）

90 95 52 96 110 177

被害額
（万円）

16,904 17,221 7,363 14,913 32,846 41,120

資料：広島県警察提供



Ⅱ

自分たちのまちは、自分たちで創り、守る

　（基本方針） Ｐ 関係課等

（基本施策）

1 市広報紙・広報番組を活用した啓発 10 広報課、市民安全推進課、消費生活センターほか

2 ホームページ、リーフレット等を活用した啓発 10 市民安全推進課、消費生活センター、健康教育課

3 防犯講習会の開催 10 市民安全推進課、地域起こし推進課

4 市政出前講座を通じた啓発 10 市民安全推進課、地域起こし推進課

5 「減らそう犯罪」区民大会の開催 11 地域起こし推進課

6 子ども防犯クイズによる啓発 11 市民安全推進課、地域起こし推進課

7 全国地域安全運動の推進 11 市民安全推進課、地域起こし推進課

8 消費者力向上キャンペーン事業 12 消費生活センター

9 消費生活出前講座の実施 12 消費生活センター

10 消費生活サポーターの育成 12 消費生活センター

11 小学生向け夏休み研究学習会等の実施 12 消費生活センター

12 自転車盗難防止対策 12 市民安全推進課、地域起こし推進課

13 サイバー犯罪防止のための啓発 12 情報政策課、生涯学習課

14 非行少年対策活動ボランティアの活動

 12 育成課

15 地域学校安全指導員による巡回指導等 13 健康教育課

16 こども家庭相談コーナー 13 こども・家庭支援課

17 児童虐待防止対策事業 13 児童相談所、こども・家庭支援課

18 児童の非行等の相談活動 13 児童相談所

19 防犯及び防犯活動に関する相談体制の充実 13 市民安全推進課、地域起こし推進課

20 少年サポートセンターひろしまによる立ち直り支援 13 育成課

21 薬物乱用防止に係る啓発 14 環境衛生課

22 若者に犯罪を起こさせないための啓発活動 14 市民安全推進課

1 防災情報メール等による不審者情報の提供 14 市民安全推進課

2 学校・保育園等へのメール等による不審者情報の提供 14 保育指導課、放課後対策課、健康教育課

3 多様な広報媒体を活用したタイムリーな情報発信 14 市民安全推進課、男女共同参画課ほか

1 「子ども安全の日」事業の実施 15 健康教育課、地域起こし推進課

2 学校・保育園等における防犯教室の充実 15 保育指導課、健康教育課

3 「こども110番の家」の周知等 15 育成課

4 安全意識啓発マップづくり 15 健康教育課

5 防犯ブザーの支給等 16 健康教育課

6 学校事務室等における対応 16 健康教育課

7 電子メディアの適正利用の周知 16 育成課

8 青少年の健全育成のための取組 16 育成課

9 規範性をはぐくむための取組 17 市民安全推進課

10 小学生向け夏休み研究学習会等の実施（再掲） 17 消費生活センター

11 特殊詐欺撲滅キャンペーンの実施 17 市民安全推進課、地域起こし推進課

12 特殊詐欺対策の広報啓発 17 市民安全推進課

13 防犯機能付き電話機設置等補助 17 市民安全推進課

14 防犯講習会の開催
（再掲） 17 市民安全推進課、地域起こし推進課

15 市政出前講座を通じた啓発（再掲） 17 市民安全推進課、地域起こし推進課

 

⑵　防犯力を高める情報発信の充実

 広島市安全なまちづくり令和５年度行動計画実施結果の体系

 １　防犯意識の高いひとづくり

⑴　防犯意識を高める支援活動の推進

⑶　高齢者・子ども・女性等の防犯力の強化

行動理念
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⑴　自主的・持続的な防犯活動（エリアマネジメント）の推進

1 「こども110番の家」の登録の促進 18 育成課

2 見守り活動参加者10万人の確保 18 雇用推進課、健康教育課

3 住民の日常生活に組み込まれた見守り活動の充実 18 健康教育課

4 公園・遊び場等での民間企業等の見守り活動への参加促進 18 緑政課、地域起こし推進課、維持管理課

5 「減らそう犯罪」における子どもの見守り活動への大学生等の参加
 19 安佐南区地域起こし推進課

6 地域ぐるみの不審者侵入対策の充実 19 保育指導課

7 通学路の安全点検及び安全点検マップの作成 19 健康教育課、地域起こし推進課

8 未就学児が保育園等で日常的に集団で移動する経路の安全点検 19 保育指導課

9 来所・帰宅経路の安全点検 19 放課後対策課

10 安全な登下校対策の推進 19 健康教育課

11 青少年指導員による街頭補導 19 育成課

⑵　地域防犯活動への支援

1 安全なまちづくり功労表彰 20 市民安全推進課、健康教育課、地域起こし推進課

2 防犯リーダー等の人材育成への支援 20 市民安全推進課

3 青少年による自主防犯活動等の健全育成・支援 20 地域起こし推進課

4 青少年居場所づくり地域活動の支援 21 育成課

5 電子メディア・インストラクターの養成等 21 育成課

6 自主防犯パトロール隊への資機材の提供 21 市民安全推進課、地域起こし推進課

7 地域安全活動事業補助 21 地域起こし推進課

8 地域防犯カメラ設置補助 21 市民安全推進課、地域起こし推進課

9 暴力追放団体補助 22 市民安全推進課

10 落書き防止に対する地域活動の支援 22 市民活動推進課、地域起こし推進課

11 市民活動保険制度 22 市民活動推進課

12 協力事業主に対する入札優遇制度 22 工事契約課、物品契約課

⑶　地域防犯ネットワークの形成

1 地域ポータルサイト「こむねっとひろしま」を活用した防犯情報の共有 22 市民活動推進課、市民安全推進課

2 情報発信ネットワーク網の活用 23 市民安全推進課、地域起こし推進課

3 高齢者を対象とした安全情報提供ネットワークの運営 23 高齢福祉課、地域包括ケア推進課

4 認知症高齢者等の支援に係る広島県警察本部と広島市の相互連携 23 地域包括ケア推進課

5 各区における地域団体等との連携強化 24 地域起こし推進課

6 コンビニエンスストアとの連携強化 24 市民安全推進課

7 学校と関係機関等との連携強化 24 健康教育課、放課後対策課、地域起こし推進課

8 非行防止連携 24 育成課

３　  犯罪の起こりにくい環境づくり

⑴　犯罪防止に配慮した公共施設の整備等

1 防犯灯・公園灯の整備等 25 公園整備課、道路課、維持管理課ほか

2 防犯カメラ・防犯機器等の整備 25 各課

3 見守り巡回用公用車や公用バイクの配備 25 市民安全推進課、健康教育課、地域起こし推進課ほか

4 通学路の整備 25 道路課、健康教育課、維持管理課ほか

⑵　市民・事業者による環境整備等の促進

1 一家一事業所一点灯運動の推進 26 市民安全推進課、地域起こし推進課

2 防犯性能の高い建物部品の普及啓発 26 市民安全推進課

3 街路灯設置管理費補助 26 道路管理課

4 私道整備補助（通学路の整備補助） 26 道路管理課

２　防犯力の高い地域づくり
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⑶　繁華街等地域に応じた環境改善

1 繁華街における安全・安心な環境づくり
 26 市民安全推進課

2 放置自転車対策 27 自転車都市づくり推進課、維持管理課ほか

3 まちぐるみ非行防止活動 27 育成課、地域起こし推進課

4 暴力団排除活動の推進 27 市民安全推進課

４　再犯防止のための体制づくり

⑴　再犯防止の取組への理解の促進

1 刑務所出所者の社会復帰に関する市民の理解促進 28 市民安全推進課

2 保護司会等への支援 28 市民安全推進課

3 「社会を明るくする運動」への参画 28 市民安全推進課、地域起こし推進課

4 更生保護サポートセンターに対する貸付料減免 28 区政調整課ほか

5 民間ボランティアについて市ＨＰでの周知、人材確保 29 市民安全推進課

6 更生保護施設に対する支援 29 市民安全推進課

⑵　社会復帰への支援

1 広島市くらしサポートセンターによる支援 29 保護自立支援課

2 保険医療・福祉サービスの提供 29 保護自立支援課

3 依存症対策の推進 29 精神保健福祉課、精神保健福祉センター

4 協力事業主に対する入札優遇制度 29 工事契約課、技術管理課

5 広島市居住支援協議会による支援 29 保護自立支援課、住宅政策課

6 少年サポートセンターひろしまにおける相談支援 29 育成課

⑶　矯正施設、県、民間協力者等の連携体制の構築

1 矯正施設所在自治体会議への参画 30 市民安全推進課

2 広島県再犯防止推進連絡会議への参画 30 市民安全推進課

3 地域定着支援センターとの連携 30 市民安全推進課

５　犯罪被害者等への支援体制づくり

⑴　支援活動の拡充

1 暴力被害相談 30 市民安全推進課

2 配偶者等からの暴力被害相談 30 男女共同参画課

3 犯罪被害者等総合相談 30 市民安全推進課

4 犯罪被害者等見舞金支給事業 31 市民安全推進課

5 犯罪被害者等日常生活等支援事業 31 市民安全推進課

6 公益社団法人広島被害者支援センターへの活動支援 31 市民安全推進課

7 市営住宅の入居等に関する支援 31 住宅政策課

8 広島市ＤＶ対策関係機関連絡会議 31 男女共同参画課

9 ＤＶ防止啓発リーフレット等の配布  

 31 男女共同参画課

10 職員ＤＶ防止研修の実施 31 男女共同参画課

11 民間シェルター支援 32 男女共同参画課

12 人材の育成 32 市民安全推進課

⑵　市民の理解の増進

1 市民の理解及び配慮・協力の促進 32 市民安全推進課、地域起こし推進課

2 市政出前講座を通じた啓発 32 市民安全推進課
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①

1 防災情報メール等による注意喚起のための犯罪情報の提供 33 市民安全推進課

2 広報紙、広報番組、ホームページ等による防犯対策等の広報啓発 33 広報課、市民安全推進課、地域起こし推進課ほか

3 少年サポートセンターひろしまの支援の充実 33 育成課

②

1 被害に遭いやすい世代・対象への不審者情報の提供 34 市民安全推進課

2 対象者を特化した防犯講習会の開催
 34 市民安全推進課、地域起こし推進課

3 小中高生を中心とした電子メディアの適正利用の啓発 34 市民安全推進課

4 防犯灯・公園灯の整備等 34 公園整備課、道路課ほか

5 地域防犯カメラ設置補助 34 市民安全推進課、地域起こし推進課

1 特殊詐欺撲滅キャンペーンの実施 35 市民安全推進課、地域起こし推進課

2 特殊詐欺対策の広報啓発 35 市民安全推進課

3 防犯機能付き電話機設置等補助 35 市民安全推進課

4 消費生活出前講座の実施 35 消費生活センター

5 地域住民への情報提供 35 消費生活センター

6 消費生活協力団体の育成 35 消費生活センター

7 消費者安全確保部会の構成団体と連携した見守り体制の整備 35 消費生活センター

1 若い世代の地域防犯活動団体への参画促進 36 各課

2 地域の安全に貢献する企業づくりの推進 36 各課

3 あいさつ運動の推進 36 市民安全推進課、地域起こし推進課

重点的な取組（各局各課共通課題）

⑴　不安に感じる犯罪や子ども・女性への犯罪防止

不安に感じる犯罪の防止

子ども・女性への犯罪防止

⑵　特殊詐欺対策の推進

⑶　地域防犯力の向上
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　⑴  防犯意識を高める支援活動の推進

事業の内容等 実施結果 関係課等
1 市広報
紙・広報
番組を活
用した啓
発

市広報紙「ひろしま市民と市政」
や区広報紙、広報番組などを有効
に活用し、犯罪の起こりにくい安
全なまちづくりに向けた市民等の
意識啓発を行う。

広報課・市民安全推進課・消費生活センター：
・市広報紙「ひろしま市民と市政」：11回（不正大麻・けし
　の撲滅、消費者被害の未然防止、再犯防止の推進、子ど
　も・女性への犯罪防止、消費者被害に遭いやすい若者への
　重点啓発、DV被害防止、児童虐待防止、犯罪被害者支援、
　自転車盗難対策、特殊詐欺対策、薬物乱用防止）
・テレビ広報番組(生活情報番組)：6回（ネットショッピン
　グの消費者被害対策、特殊詐欺対策、年末の消費者トラ
　ブル注意喚起、年度末の消費者トラブル注意喚起、薬物
　乱用防止、自転車盗難対策）
消費生活センター：
・くらしの情報紙「知っ得なっとく」
・消費者トラブルの最新の相談事例等（年3回発行：
　6月、9月、2月発行）
佐伯区：区広報紙「佐伯区だより」9月号：佐伯区「防犯川
　柳」の募集

企画総務局広報
課
市民局市民安全
推進課
市民局消費生活
センター
各区地域起こし
推進課
ほか

2 ホーム
ページ、
リーフ
レット等
を活用し
た啓発

市が開設したホームページや関係
課が発行するリーフレット等によ
り防犯意識啓発、不審者情報や犯
罪事例の周知及び注意喚起を行
う。

市民安全推進課：市ホームページ及び「こむねっとひろ
　しま」：犯罪事例の周知及び注意喚起
消費生活センター：
・チラシ：市内の小・中学校、高等学校に配付（小・中学
　生及び高校生の消費者トラブル予防のための啓発）
・ホームページ：能登半島地震に便乗した悪質商法や相談
　の多い悪質商法の注意喚起
健康教育課：市ホームページ
・5年度広島市安全なまちづくり功労表彰を受賞した個人及
　び団体の紹介
・学校等に提供した不審者情報の概要等

市民局市民安全
推進課
市民局消費生活
センター
教育委員会健康
教育課

3 防犯講習
会の開催

地域住民が地域や自らの安全を確
保するための知識や技能の習得を
目的として、全公民館で防犯講習
会を開催する。

中　　区： 3公民館で開催
東　　区： 7公民館で開催
南　　区： 7公民館で開催
西　　区： 8公民館で開催

安佐南区： 9公民館で開催
安佐北区：10公民館で開催
安 芸 区： 5公民館で開催
佐 伯 区：19公民館で開催

市民局市民安全
推進課
各区地域起こし
推進課

4 市政出前
講座を通
じた啓発

市政出前講座「安全・安心なまち
づくり」や「犯罪被害にあわない
ために」、「子ども・女性の安全
対策」、「犯罪被害者等に対する
支援」により、町内会等各種団体
からの要請に応じて、市職員が講
師として出向き、防犯に関する話
を分かりやすく行うことで、市民
意識の啓発を図る。

市民安全推進課：16か所で開催
安佐南区：1か所で開催
安佐北区：7か所で開催

市民局市民安全
推進課
各区地域起こし
推進課

Ⅲ　広島市安全なまちづくり令和５年度行動計画実施結果

　１  防犯意識の高いひとづくり

事業名
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事業の内容等 実施結果 関係課等
5 「減らそ
う犯罪」
区民大会
の開催

全区において「減らそう犯罪」区
民大会を開催し、防犯意識の高揚
と地域の連帯感の創出を図ってい
く。
　8月から翌年2月の間に、各区毎
に1回ずつ開催

中　　区：「減らそう犯罪」中区民大会・なかちゃん音
　　　　　楽の輪「地域芸能発表会」
　　　　　3/9（土）、JMSアステールプラザ
　　　　　中ホール
東　　区：広島東地区安全・安心フェスタ
　　　　　3/9（土）、広島テレビホール
南　　区：安全・安心なまちづくりフェスティバル
　　　　　12/2（土）、広島県立広島産業会館東館ほか
西　　区：「減らそう犯罪」西区民大会
　　　　　1/27（土）、西区民文化センター
安佐南区：「減らそう犯罪」安佐南区民大会
　　　　　10/7（土）、安佐南区民文化センター
安佐北区：安全・安心なまちづくり安佐北区民大会
　　　　　12/3（日）、安佐北区民文化センター
安 芸 区：「減らそう犯罪」安芸区民大会
　　　　　3/3（日）、安芸区民文化センター
佐 伯 区：安全・安心なまちづくり　佐伯区民の集い
　　　　　12/9（土）、佐伯区民文化センター

各区地域起こし
推進課

6 子ども防
犯クイズ
による啓
発

各区で開催される区民まつり等の
イベントでの意識啓発のため、子
ども防犯クイズを実施し、回答者
に防犯グッズ(防犯用ライト等）
を提供する。

南区：安全・安心なまちづくりフェスティバルにおいて、防
　　　犯クイズブースの出店及びスタンプラリー景品として
　　　防犯グッズを配布した。
西区：第39回西区民まつり、11/5（日）
　　　広島サンプラザ、西部埋立第五公園
　　　 (広島西防犯連合会、広島西交通安全協会が出店)
安佐南区：第44回安佐南区民まつり、11/5（日）
　　　　　安佐南区民文化センター
　　　　　安佐南防犯組合連合会と連携し、ポスターと
　　　　　パネルの展示を行い、ブース来場者に防犯グ
　　　　　ッズ（ライト付きボールペン、チェーン錠）
　　　　　を提供した。
安 芸 区：安芸区民祭り、11/12（日）
 　　　　 安芸区役所、安芸区民文化センター

市民局市民安全
推進課
各区地域起こし
推進課

7 全国地域
安全運動
の推進

「全国地域安全運動」期間中(10
月)に、街頭キャンペーンなどの
啓発活動を通じて、広く市民等へ
の周知と注意喚起を図る。

事業名

市民安全推進課：
・県警本部主催の「減らそう犯罪・全国地域安全運動」街頭
　パレ―ドに参加し、関係機関と連携し同運動の広報啓発
　に務めた。
中区：
・県警本部主催の「減らそう犯罪・全国地域安全運動」街頭
　パレ―ドに区長が参加
　（10/12 袋町小学校～アリスガーデン）
東区：
・青色防犯パトロールカーで各地区の防犯パトロールを実施
安佐南区：
・中学生から募集した防犯ポスター展示（9/28～10/12、
　フジグラン緑井店4階ギャラリー場）
・特殊詐欺防止啓発のチラシ及びグッズ配布及び呼びか
　け（10/13、安佐南防犯組合連合会と連携、イオンモー
　ル広島祇園店、ゆめタウン安古市店、JR大町駅ATM機
　前、フジグラン緑井店付近）
・安佐南防犯組合・安佐南警察と連携し全国地域安全運動
　出動式を開催
・青色防犯パトロールカーによるパトロールを実施
安佐北区：
・自転車盗難防止の街頭啓発(6/6、10/10、10/11JR可部駅
　駐輪場、2/1文教大学附属高等学校　防犯組合と警察署等)
・特殊詐欺防止街頭啓発(10/13金融機関周辺　防犯組合と
　警察等)
安芸区：
・街頭キャンペーン：啓発チラシ及びグッズ（やま磯海苔）
　を配布（防犯組合と海田警察署等)
　（10/11 ハローズ船越店、ユアーズ瀬野川店）
　（10/12 ショージみどり坂店）
　（10/16 フジグラン安芸）
　（10/17 スーパードラックひまわり瀬野川店）
佐伯区：
・地域安全運動決起集会（10/10 佐伯警察署）
・青色防犯パトロールカーによるパトロールを実施
・特殊詐欺被害防止キャンペーン（10/10 マックスバリュ
　石内店）
・自転車盗難防止キャンペーン（10/13 JR五日市駅）

市民局市民安全
推進課
各区地域起こし
推進課
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事業の内容等 実施結果 関係課等
8 消費者力
向上キャ
ンペーン
事業

消費者自らの学習意欲を高めるた
め、消費者団体、事業者団体等と
協力し、消費者月間や各種イベン
トに合わせて消費者啓発事業を実
施することにより、消費者力の向
上を図る。

・デジタルサイネージでの配信（わが街NAVI、ブチエーサイ
　ネージ）：4/15～6/15
・マツダスタジアムにて消費者被害防止啓発活動実施
　（消費生活クイズ、消費生活アンケート、啓発グッズ配
　布、大型ビジョンにて啓発動画放映）：5/25
・消費生活パネル展示（各区役所）
・市役所本庁舎での消費生活懸垂幕掲示：5/25～5/31
・消費生活相談模擬体験in安佐南区役所：6/2

市民局消費生活
センター

9 消費生活
出前講座
の実施

学校、高齢者団体、地域で高齢者
を支援する団体などに講師を派遣
し、消費者トラブルの実例などを
通して、消費生活の基礎的知識の
普及に努め、自立した消費者の育
成と消費者被害の未然防止や拡大
防止を図る。

・5年度実績　129回 市民局消費生活
センター

10 消費生活
サポー
ターの育
成

高齢者等の見守り活動のあり方を
学ぶための講座の実施や活動を支
援する情報の提供等により、見守
り活動を担う人材を育成し、高齢
者等の消費者被害の未然防止や拡
大防止を図る。

消費生活サポーターとして必要な消費者問題に関する基礎知
識や見守り活動のあり方を学ぶための養成講座をオンライン
で開催
　現在の登録者数：107名

市民局消費生活
センター

11 小学生向
け夏休み
研究学習
会等の実
施

夏休み期間中に、家庭生活に密着
した消費者教育を行う学習会を実
施し、消費行動の実践力の向上を
目指す。また、子どもたちが参加
するイベントに出展し、消費行動
の実践力の向上を目指す。

・子ども達が消費生活の正しい知識を学ぶ学習会。「かしこ
　い買い物の仕方を考えよう」「スマホ等の使い方を考えよ
　う」をテーマとし、外部から講師を招聘して実施した。
・対象は小学4～6年とその保護者。募集15組で当日参加の
　子ども7人　保護者8人（当日欠席4組）
・消費者力向上月間、食品ロス削減イベント等に子どもコー
　ナーとして出展し啓発を図ることができた。

市民局消費生活
センター

市民安全推進課：盗難防止の注意喚起（市内中学校17校、犯
　罪被害等防止教室）
東区・南区・西区：青色防犯パトロールカーにより駐輪場の
　パトロール（毎月22日、通学路のパトロール実施時）

安佐南区：青色防犯パトロールカーにより巡回パトロール
　（区内駐輪場）
安佐北区：
・安佐北警察署及び安佐北防犯組合連合会と連携し、区内
　JR5駅の駐輪場に自転車盗難防止の注意看板等を掲示
・駐輪場周辺のパトロール（毎週火・木曜日の下校時、毎月
　22日「子ども安全の日」の登校時）
・自転車盗難防止の街頭啓発(6/6、10/10、10/11 JR可部駅
　駐輪場、2/1文教大学附属高等学校　防犯組合と警察署等)
安芸区：自転車盗難防止の街頭啓発（11/2 JR矢野駅）
佐伯区：佐伯警察署、佐伯区防犯連合会と連携し、自転車盗
　難防止キャンペーンを実施（10/13 JR五日市駅）

13 サイバー
犯罪防止
のための
啓発

サイバー犯罪の現状やその対応の
仕方を学ぶ講演会の開催（県警等
との協働）や公民館でのパソコン
講習会や相談会等の事業を通し
て、サイバー犯罪の被害者となら
ないよう市民への啓発を行う。

情報政策課：「サイバーセキュリティ・カレッジin広島」
　の開催（2/10、広島県警察本部等と共催）
生涯学習課：サイバー犯罪の被害者とならないよう市民
　へ啓発（公民館のパソコン講習会や相談会等）

企画総務局情報
政策課
市民局生涯学習
課

14 非行少年
対策活動
ボラン
ティアの
活動

暴走族等への加入防止啓発活動や
問題行為少年への学習支援等を行
う非行少年対策活動ボランティア
を募集し、暴走族等への加入防止
の取組を強化するとともに、自立
に向けた支援体制の充実を図る。
・非行少年対策活動ボランティア
　の募集(随時)
・青少年健全育成や地域の安全・
　安心に関する行事などに参加
　し、ボランティアによる非行防
　止啓発活動の実施(随時)

・非行少年対策活動ボランティアの募集（随時）
　応募実績　17人
・ボランティアによる少年サポートルームの活動支援
　ボランティアの延べ参加人数　168人
・ボランティアによる非行防止啓発活動の実施
　少年非行対策セミナー参加人数　2人

教育委員会育成
課

12 ・被害の多い大規模小売店舗や駅
　等の駐輪場で監視パトロールを
　行うとともに、駐輪場利用者を
　対象に、施錠や防犯登録の普及
　キャンペーンを実施する。
・青色防犯パトロールカーによ
　り、区内の駐輪場を巡回パト
　ロールする。
・中学生を対象とした「犯罪被害
　等防止教室」の開催時に、盗難
　防止の注意喚起を図る。

自転車盗
難防止対
策

市民局市民安全
推進課
各区地域起こし
推進課

事業名
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事業の内容等 実施結果 関係課等
15 地域学校

安全指導
員による
巡回指導
等

地域学校安全指導員（警察官OB）
が学校及び通学路を巡回し、安全
上の問題点の分析と対応策の指導
を行う。また、学校安全ガードボ
ランティア（地域住民ボランティ
ア）に対し、見守り活動に関する
指導・助言を行う。

地域学校安全指導員10名が、各幼稚園・小学校を定期的に巡
回
　5年度実績：延3,451回

教育委員会健康
教育課

16 こども家
庭相談
コーナー

子どもの問題で困ったり、悩んで
いる親等に対し、各区役所のこど
も家庭相談コーナーに配置する家
庭相談員が相談に応じ、必要な助
言指導を行うとともに、軽微な虐
待ケースの対応等を行う。

5年度相談実績：3,920件（児童相談受付件数） こども未来局こ
ども・家庭支援
課

17 児童虐待
防止対策
事業

関係機関との連携を図りながら、
児童虐待に対する早期発見と早期
対応及び児童・家庭への指導・援
助を実施する。
・児童虐待防止をテーマとした講
　演会の開催や、ポスターの作
　成。
・掲示、オレンジリボン等の啓発
　グッズの配布などに取り組むほ
　か、保育園、幼稚園の保育士等
　に対し、児童虐待の予防や早期
　発見についての研修を行う。
・虐待を受けた子ども等への支援
　として、臨床心理士によるカウ
　ンセリング等や、一時保護所に
　おける学習支援などを行う。
・児童虐待の早期発見・対応とし
　て、夜間・休日における電話相
　談の実施や、医師や弁護士の専
　門的見地からの助言を受け、適
　切な支援を行う。
・要保護児童対策地域協議会にお
　いて情報の共有化等を図り、児
　童虐待の早期発見と適切な保護
　及び支援を行う。

・児童虐待防止WEBサイトのリニューアル
・児童虐待防止をテーマとした講演会の開催
・児童虐待防止に係る普及・啓発ポスターの掲示
・オレンジリボン等の啓発グッズの配布
・保育園、幼稚園の保育士等に対し、児童虐待の予防や早期
　発見についての研修を実施
・虐待が疑われるケース
　　　弁護士による法的対応
　　　臨床心理士によるカウンセリング
　　　一時保護所への心理療法士の配置による心理的ケア
　　　一時保護所における学習支援　など
・夜間・休日における児童虐待通告等の電話相談(電話相談
　員を配置)
・要保護児童対策地域協議会代表者会議（7/27広島市心身
　障害者福祉センターにて参加者41名）

こども未来局児
童相談所
こども未来局こ
ども・家庭支援
課

18 児童の非
行等の相
談活動

家庭からの相談や県警からの通告
による保護者・児童への援助活動
を実施する。

5年度実績：115件 こども未来局児
童相談所

19 防犯及び
防犯活動
に関する
相談体制
の充実

市民から防犯対策や防犯活動に対
する不安や疑問に対応できる相談
体制を充実させる。

市民安全推進課・全区：電話や窓口における相談を受付 市民局市民安全
推進課
各区地域起こし
推進課

20 少年サ
ポートセ
ンターひ
ろしまに
よる立ち
直り支援

非行防止対策を総合的かつ効果的
に推進するため、市教育委員会職
員と県警職員とが常駐する少年サ
ポートセンターひろしまにおい
て、ワンストップで非行防止から
立ち直り支援までの一貫した支援
を行う。
また、県警察の少年育成官、警察
官と、ボランティアや自立支援相
談員も含めた市教委関係者が共同
で、料理やスポーツ等の各種体験
活動を実施する「少年サポート
ルーム」を運営し、少年の社会と
の絆の再生を図り、規範意識を向
上させるとともに非行防止に取り
組む。

少年サポートルームの実施
　回数：47回
　少年の延べ参加人数：236人

教育委員会育成
課

事業名
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事業の内容等 実施結果 関係課等
21 薬物乱用

防止に係
る啓発

薬物乱用防止について、関係部署
と連携し、啓発リーフレットの作
成・配布、市内の街頭ビジョン等
での啓発動画の放映、インター
ネットを活用した情報発信など効
果的な啓発・広報、自生大麻・け
しの除去等を実施する。

・市内複数箇所の街頭ビジョンにおいて啓発動画を放映
・関係部署と連携し、中学・高校・大学、各種講座、「二十
　歳を祝うつどい」等で啓発リーフレットを配布
・市公式YouTube、ツイッターにおいて啓発動画等を配信
・市中心部のデジタルサイネージにおいて啓発動画を配信
・市広報紙「市民と市政」に記事掲載、テレビ広報番組に
　出演
・薬物乱用防止特設ページ（市ホームページ）に誘導するた
　めのバナー広告を掲出
・自生大麻・けしの除去

健康福祉局環境
衛生課

22 若者に犯
罪を起こ
させない
ための啓
発活動

若者に犯罪を起こさせないためチ
ラシを作成し、二十歳を祝うつど
いでチラシを配布する。

・二十歳を祝うつどいで、若者に犯罪を起こさせないため
　のチラシを配布

市民局市民安全
推進課

　⑵  防犯力を高める情報発信の充実

事業の内容等 実施結果 関係課等
1 防災情報
メール等
による不
審者情報
の提供

防災情報メールや市の公式LINE
で、子どもと女性に対する不審者
情報、犯罪情報を提供することに
より、市民への注意喚起を図る。

5年度実績：不審者情報　696件
　　　　　 犯罪情報　　13件

市民局市民安全
推進課

2 学校・保
育園等へ
のメール
等による
不審者情
報の提供

不審者情報等を学校や関係する機
関等にメール等により情報提供す
る。
・市立学校、市立幼稚園、市立保
　育園、市立認定こども園
・児童館、放課後児童クラブ
・私立幼稚園、私立保育園、私立
　認定こども園、地域型保育事業
　所及び認可外保育施設
・その他関係機関、関係部署

保育指導課：
  5年度実績：158件
　（保育指導課発出分）
健康教育課：
　5年度実績：240件
　（広島市子どもの安全推進本部発出分）

こども未来局保
育指導課
教育委員会放課
後対策課
教育委員会健康
教育課

市民局市民安全
推進課
市民局生涯学習
課
市民局男女共同
参画課
健康福祉局高齢
福祉課
各区地域起こし
推進課

県警との緊密な連携のもと、県警
から提供されるタイムリーな情報
の有効な活用を図るため、適所に
情報を発信し、市民や関係団体等
への周知と注意喚起を図る。
・本市ホームページの「安全・安
　心なまちづくり」サイト等を活
　用し、新たな犯罪の手口等、具
　体的な最新情報を提供
・青少年、女性などそれぞれの対
　象毎に、被害に遭いやすい内容
　を中心とした防犯情報の伝達

事業名

3

事業名

市民安全推進課：
・県警からの情報を市ホームページで公開
・県警からの情報を市職員のパソコン掲示板に掲載
・犯罪情報等を防災情報メール等で配信
生涯学習課：県警からの犯罪情報（情報官速報）を公民
　館等に配信
男女共同参画課：配偶者暴力相談支援センターにおいて
　必要に応じて情報を提供
高齢福祉課：
・県警からの犯罪情報官速報を、関係各課、広島市老人ク
　ラブ連合会、地域包括支援センター、当課が所管する老
　人福祉施設等へ周知及び高齢者の目に触れる場所への掲
　示や高齢者への伝達を依頼
全区：県警からの犯罪情報「情報官速報」及び「減らそう
　犯罪通信」を市民ロビーへ掲示
西区：
・己斐中学校生徒（「減らそう犯罪」推進モデル校）が吹
　込んだ特殊詐欺の注意喚起の音声を青色防犯パトロール
　カー及び広島電鉄の駅構内・各停留所（広島西警察署管
　内）、ボンバス車内、アルパーク、広島マリーナホップ
　で流し、西区内全域への広報啓発
安佐南区：
・県警からの犯罪情報について、市民ロビーへ掲示
・防災行政無線を使用し、還付金詐欺被害防止メッセー
　ジを放送
安佐北区：
・県警等からの犯罪情報・速報を市民ロビーへ掲示
安芸区：
・県警等からの犯罪情報・速報を市民ロビーへ掲示
・犯罪情報・速報を区内関係各課等にメールで関係者に
　周知
・小学校長会に出席し、区内の犯罪発生状況、声掛け事
　案の発生状況等を提供
佐伯区：
・県警等からの犯罪情報・速報を市民ロビーへ掲示
・佐伯警察署及び佐伯区防犯連合会主催の第8回佐伯区
　「防犯川柳」表彰作品を展示

多様な広
報媒体を
活用した
タイム
リーな情
報発信
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事業の内容等 実施結果 関係課等
健康教育課：防犯ブザーの点検・指導等の実施（毎月22日
　頃）
中区：
・登校時間に区役所職員が小学校へ出向き、見守り活動
　に参加
　（11/22：白島小、千田小、本川小、吉島小、江波小）
・青色防犯パトロールカーによるパトロールを実施
　（毎月22日頃）
東区：
・区役所職員が、登下校時に合わせて見守り活動に参加
　（11/21早稲田小、11/22温品小・戸坂城山小、
　　11/24尾長小）
・青色防犯パトロールカーにより通学路のパトロールの実施
　（毎月22日頃）
南区：
・青色防犯パトロールカーにより通学路のパトロールの実施
　（毎月22日頃）
・小学校と連携し、登下校時に見守り活動を実施
　（11/8、20、21、22）
西区：
・青色防犯パトロールカーによるパトロール実施
・2小学校（己斐小、己斐東小)に区役所幹部職員が下校時
　に合わせて見守り活動に参加（11月）

安佐南区：
・登校時間に小学校正門付近で子ども見守り活動を実施
　（11/22、梅林小学校・毘沙門台小学校・原南小学校
　・山本小学校・伴小学校）
・下校時間には、安佐南区全域の通学路を青色防犯パト
　ロールカーで見守り活動を実施
安佐北区：
・毎月22日の登校時に青色防犯パトロールカーで通学路
　のパトロールを実施。
・登校時に9小学校（三田小、日浦小、深川小、飯室小、
　高南小、大林小、可部南小、倉掛小、落合東小）正門
　付近で区役所幹部職員が見守り活動、下校時に合わせ
　て区内全24小学校通学路のパトロールを実施(11/22)
安芸区：
・毎月22日の登校時に青色防犯パトロールカーで通学路
　のパトロールを実施。
・区役所幹部職員が登下校時に合わせて区内全小学校で
　見守り活動を実施（11/22）
・区役所敷地内に「あいりちゃんのひまわり」栽培
佐伯区：
・区内全小学校（20校）の登校時又は下校時の見守り活
　動ボランティアを実施(11/22)
・青色防犯パトロールカーによるパトロールを実施
　（毎月22日頃）

2 学校・保
育園等に
おける防
犯教室の
充実

市立の全幼稚園・学校において、
防犯教室を開催するとともに、保
育園・認定こども園においても実
施内容の充実を図っていく。
また、教職員に対し、子どもの安
全確保を目的とする不審者対応研
修等を実施し、指導力の向上を図
る。

保育指導課：
・防犯に関する取組を実施（公立45園実施）
・保育士を対象とした防犯対応の危機管理研修を実施
　（6月）
健康教育課：
・各幼稚園、学校で計画的に防犯教室を実施
・教職員を対象とした不審者対応研修等を実施
　（7/31実施：東区地域福祉センター）

こども未来局保
育指導課
教育委員会健康
教育課

3 「こども
110番の
家」の周
知等

子どもの緊急避難場所として有効
な「こども110番の家」の登録
者・協力者を増やすため、周知を
行う。

育成課：
・各地区において青少年健全育成連絡協議会を中心に「こ
　ども110番の家」の登録を増やすための啓発活動を実施
・ホームページへの掲載、区役所等でのパネル展示により
　「こども110番の家」を周知
・各地区青少年健全育成連絡協議会会長が集まる会議で「こ
　ども110番の家」協力者増加のための協力を依頼

教育委員会育成
課

4 安全意識
啓発マッ
プづくり

市立の全小学校(141校)におい
て、安全意識啓発マップづくりを
実施する。

小学校において、「入りやすく、見えにくい」場所等を点検
し作成する安全意識啓発マップづくりを実施

教育委員会健康
教育課

事業名

1 「子ども
安全の
日」事業
の実施

　⑶  高齢者・子ども・女性等の防犯力の強化

毎月22日の「子ども安全の日」を
中心に、学校・家庭・地域におい
て、子どもを守る様々な取組を集
中的に実施する。

教育委員会健康
教育課
各区地域起こし
推進課
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事業の内容等 実施結果 関係課等
5 防犯ブ
ザーの支
給等

市立小学校の新入学児童に防犯ブ
ザーを現物支給する。また、防犯
ブザーの携帯を推進するととも
に、学校や家庭において防犯ブ
ザーの機能点検・使用方法の確認
を、子ども安全の日等に実施す
る。

・市立小学校に入学した1年生児童全員を対象に防犯ブザー
　を支給
・毎月の「子ども安全の日」等に防犯ブザーの点検や使用方
　法等の指導を行うよう呼びかけを実施

教育委員会健康
教育課

6 学校事務
室等にお
ける対応

学校事務室等において、来校者の
確認等を行うとともに、緊急時の
事務連絡体制を確保する。

・来校者の名前や用件を確認し、受付名簿への記載や名札の
　着用を徹底
・各園・学校で作成している危険等発生時対処要領（危機管
　理マニュアル）について、教職員間で共通理解を図るた
　め、職員会議等で周知

教育委員会健康
教育課

7 電子メ
ディアの
適正利用
の周知

「青少年と電子メディアとの健全
な関係づくりに関する条例」に定
める次の基本方針に基づき、様々
な取組を行う。
・電子メディアに過度に依存する
　青少年を電子メディアから引き
　離すこと。
・青少年に電子メディアを通じて
　有害情報の閲覧・視聴をさせな
　いようにすること。
・青少年に電子メディアを適正に
　利用するために必要な知識・能
　力を習得させること。

・10（テン）オフ運動を展開
　　・夜9時以降はスマートフォン等による送信をしない
　　・遅くとも夜10時までには使用をやめる
　　・家族で話し合ってスマートフォン等の使用に関する
　　　ルールをつくる
    ・普段から「10オフ運動」に取り組んでもらえるよう、
　　　「毎月10日は10オフ運動の日」を実施
・保育園、幼稚園と連携して「＃電子 メディアチャレ
　ンジ強化週間」を実施（10（テン）オフ運動冬の強化週
　間）
・保護者及び青少年のフィルタリングに関する理解を深める
　ため、「青少年への携帯電話販売・安心サポート宣言店登
　録制度」を実施
・スマートフォンやゲーム等に関する児童生徒及び保護者啓
　発チラシを配布（約14万枚・3月実施）
・青少年と電子メディアとの健全な関わりについての理解を
　深めるため、保護者等を対象として講習会（ネット・ス
　マホの出前講座）を実施
・保護者等を対象に、最新情報の提供や、被害やその対策、
　指導方法等について、講師に専門家を招きＳＮＳ教育セ
　ミナーを2回（8月、3月）開催
・児童生徒が電子メディアとの付き合い方（情報モラルや
　マナー、利用の仕方）を主体的に考え、取り組むことを
　目的に、電子メディアの啓発動画等コンテストを実施
・広島市の広告塔、広報番組、公式Xやフェイスブックを
　活用した啓発（10オフ運動強化週間）

教育委員会育成
課

8 青少年の
健全育成
のための
取組

青少年の健全育成についての市民
意識の啓発などを目的として、次
の取組を行う。
・「青少年によい環境をあたえる
　運動」推進月間(7月)において、
　家庭、学校、地域が一体となっ
　て、市民意識の啓発活動、有害
　環境の浄化活動を実施
・「青少年健全育成強調月間（11
　月）」事業の一環として、市及
　び各区において「青少年健全育
　成大会」を開催
・青少年の健全育成に対する市民
　意識の啓発を図るため、各区役
　所等で青少年健全育成や非行防
　止に係るパネルの巡回展示を実
　施（7月～12月）

・各区で「青少年によい環境をあたえる運動」を実施
　　期間：7月
　　主体：実行委員会(各区役所と区青少年健全育成連絡協
　　　　　議会で組織)
　　内容：啓発大会、研修会、あいさつ運動、防犯パレード
          など
・各区で「青少年健全育成大会」を開催
　　期間：10～2月
　　主体：実行委員会(各区役所と区青少年健全育成連絡
　　　　　協議会で組織)
　　内容：青少年の意見発表会(小・中学生)、講演など
・「青少年健全育成市民大会」を開催
　　期間：11/18(土)
　　主体：実行委員会(広島市、広島市教育委員会、広島市
　　　　　青年健全育成連絡協議会で組織)
　　内容：青少年健全育成功労者等表彰、青少年からのメッ
　　　　　セージ入選者表彰、活動事例発表、講演
・市消費生活センターや全区役所において、それぞれ2週間
　程度パネルの巡回展示を実施（7月「青少年によい環境を
　あたえる運動」推進月間～11月「青少年健全育成強調月
  間」）

教育委員会育成
課

事業名
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事業の内容等 実施結果 関係課等
9 規範性を
はぐくむ
ための取
組

令和5年度から3か年で市立中学校
全校に出向き、「～犯罪をおこさ
ないために　犯罪の被害にあわな
いために～」をテーマとして「犯
罪被害等防止教室」を行う。

「犯罪被害等防止教室」を市立中学校17校で実施 市民局市民安全
推進課

10 小学生向
け夏休み
研究学習
会等の実
施（再
掲）

夏休み期間中に、家庭生活に密着
した消費者教育を行う学習会を実
施し、消費行動の実践力の向上を
目指す。また、子どもたちが参加
するイベントに出展し、消費行動
の実践力の向上を目指す。

・子ども達が消費生活の正しい知識を学ぶ学習会。「かしこ
　い買い物の仕方を考えよう」「スマホ等の使い方を考えよ
　う」をテーマとし、外部から講師を招聘して実施した。
・対象は小学4～6年とその保護者。募集15組で当日参加の
　子ども7人　保護者8人（当日欠席4組）
・消費者力向上月間、食品ロス削減イベント等に子どもコー
　ナーとして出展し啓発を図ることができた。

市民局消費生活
センター

11 特殊詐欺
撲滅キャ
ンペーン
の実施

特殊詐欺の被害に遭わないよう、
警察と協同して注意喚起を目的と
したキャンペーンを行う。

東区：「広島東安全・安心フェスティバル」で、特殊詐欺
　被害防止啓発の展示やステージを実施（3/9）
南区：「安全・安心なまちづくりフェスティバル」におい
　て、特殊詐欺の演劇や各ブースにて注意喚起を実施
　（12/2）
西区：己斐中学校（広島西警察署「減らそう犯罪」推進モ
　デル校）の美術部生徒による特殊詐欺被害防止の啓発ポ
　スターを区役所等に掲示
安佐南区：年金支給日に合わせて、イオンモール広島祇園
　店において、安佐南防犯組合連合会、安佐南警察署と連
　携して特殊詐欺防止キャンペーンを実施（啓発物品の配
　布等）
安佐北区：
・特殊詐欺の被害防止に関するのぼり旗を区役所正面玄関
　前に掲示
・特殊詐欺防止街頭啓発(10/13金融機関周辺 防犯組合と警
　察等)
安芸区：年金支給日に合わせて、安芸区内郵便局において、
　海田警察署、郵便局と連携して特殊詐欺防止キャンペー
　ンを実施（啓発物品の配布等）
佐伯区：佐伯警察署、佐伯区防犯連合会と連携し、特殊詐欺
　防止キャンペーン（10/10マックスバリュ石内店）を実施
　（啓発物品の配布等）

市民局市民安全
推進課
各区地域起こし
推進課

12 特殊詐欺
対策の広
報啓発

特殊詐欺の被害に遭わないよう、
チラシ等を作成し、配布する。

・市政出前講座やイベント等でチラシを配布
・特殊詐欺被害防止に係るチラシ作成　6万部

市民局市民安全
推進課

13 防犯機能
付き電話
機設置等
補助

特殊詐欺被害を未然に防止するた
め、65歳以上の者のみで構成され
る世帯に対し、防犯機能付き電話
機の設置等に要する経費を補助す
る。

5年度実績：163件 市民局市民安全
推進課

14 防犯講習
会の開催
（再掲）

地域住民が地域や自らの安全を確
保するための知識や技能の習得を
目的として、全公民館で防犯講習
会を開催する。

中　　区： 3公民館で開催
東　　区： 7公民館で開催
南　　区： 7公民館で開催
西　　区： 8公民館で開催
安佐南区： 9公民館で開催
安佐北区：10公民館で開催
安 芸 区： 5公民館で開催
佐 伯 区：19公民館で開催

市民局市民安全
推進課
各区地域起こし
推進課

15 市政出前
講座を通
じた啓発
（再掲）

市政出前講座「安全・安心なまち
づくり」や「犯罪被害にあわない
ために」、「子ども・女性の安全
対策」、「犯罪被害者等に対する
支援」により、町内会等各種団体
からの要請に応じて、市職員が講
師として出向き、防犯に関する話
を分かりやすく行うことで、市民
意識の啓発を図る。

市民安全推進課：16か所で開催
安佐南区：1か所で開催
安佐北区：7か所で開催

市民局市民安全
推進課
各区地域起こし
推進課

事業名
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　⑴  自主的・持続的な防犯活動（エリアマネジメント）の推進

事業の内容等 実施結果 関係課等
1 「こども
110番の
家」の登
録の促進

「こども110番の家」の登録の促
進に向けた啓発活動を実施する。

・各地区において青少年健全育成連絡協議会を中心に「こど
　も110番の家」の登録を増やすための啓発活動を実施
・ホームページへの掲載、区役所等でのパネル展示により
　「こども110番の家」を周知
・各地区青少年健全育成連絡協議会会長が集まる会議で「こ
　ども110番の家」協力者増加のための協力を依頼

教育委員会育成
課

2 見守り活
動参加者
10万人の
確保

組織的な見守り活動者3万人、日
常生活に組み込まれた見守り活動
者7万人の確保を目指す。各小学
校等を通じて協力を呼びかけると
ともに、活動用品を配布する。
また、広島市シルバー人材セン
ターが、「子どもの見守り10万人
構想」の趣旨に賛同し平成18年度
に設立した「シルバー子ども安全
見守りたい」活動を継続し、セン
ター会員の就業活動時において子
どもの見守り活動を実施する。

雇用推進課：
・シルバー人材センター会員の就業活動時や自宅付近等に
　おいて子どもの見守り活動を実施
・新入会員に、啓発バッジを配付して趣旨を説明し、協力
　を要請
・会報で周知を図り、「シルバー子ども安全見守り活動」
　を継続して実施
健康教育課：
・各学校において、学校だよりや学校運営協議会等を通じ
　て、保護者や地域住民等に対し、見守り活動への参加の
　働きかけを実施
・活動用品として、子どもの見守り活動シンボルマーク入
　りのカバン札及びジャンパーを配付

経済観光局雇用
推進課
教育委員会健康
教育課

3 住民の日
常生活に
組み込ま
れた見守
り活動の
充実

「8・3（ハチサン）運動」を展開
し、散歩や買い物、通勤などの日
常生活の中での子どもの見守り活
動への参加者を促進する。
・市職員による「8・3運動」の
　実施
・学校便り・ＰＴＡ便り等への啓
　発文の掲載
・ホームページ等の活用により、
　市民への啓発を行う。

・市ホームページを活用して「8・3運動」を広報・啓発
・市職員に庁内放送で、通勤時や業務で外出する際の子ど
　もの見守り活動への協力の呼びかけを実施

教育委員会健康
教育課

緑政課：
・公園管理者として、不審者・不審車両の進入防止、不審
　物の発見・処置、火災防止及び放置物の撤去等
・街区公園清掃等報奨金制度に取り組む団体や指定管理者
　（民間事業者、地域団体等）に対して取組みの働きかけ
　を実施
中区：青色防犯パトロールカーによるパトロールを実施
　（毎月22日頃）
東区維持管理課：指定管理者(民間事業者、地域団体等）
　及び街区公園清掃報奨金団体に対し、子どもが公園を利
　用する時間帯に巡回等を実施するよう働きかけを実施
南区地域起こし推進課：
・青色防犯パトロールカーで区内のパトロールの実施（毎
　月22日頃）
・公園や遊び場等の巡回（毎月22日）
南区維持管理課：指定管理者等（民間事業者、地域団体等）
　や清掃等報奨金制度に取組む地域団体に対し、子供が公園
　を利用する時間帯に巡回等を実施するよう働きかけを実施
西区：公園を管理する指定管理者（民間事業者、地域団体
　等）や清掃等報奨金制度に取り組む地域団体へ週1回程
　度の巡回等を依頼

安佐南区地域起こし推進課：安佐南防犯組合連合会総会
　及び役員会で、「8・3運動」や「子どもの見守り活動」
　への協力を依頼
・青色防犯パトロールカーによるパトロールを実施
 （毎月22日頃）
安佐北区地域起こし推進課：定期的(登校時及び下校時）
　に、区内のパトロールを実施
安芸区維持管理課：街区公園清掃等報奨金制度に取り組む
　地域団体へ週1回程度の巡回等の依頼
佐伯区：
・青色防犯パトロールカーで区内のパトロールの実施（毎
　月2日、12日、22日の登下校時）
・出動時には子どもが利用している公園や遊び場等を巡回

4 都市整備局緑政
課
各区地域起こし
推進課
各区維持管理課

公園・遊
び場等で
の民間企
業等の見
守り活動
への参加
促進

　２  防犯力の高い地域づくり

事業名

地元町内会や民間企業に対し、公
園における見守り活動への参加を
働きかけ、公園内の安全を確保す
る。
・身近な公園再生事業に取り組む
　団体に対し、花壇の世話など
　の活動を子どもが公園を利用
　する時間帯に実施するよう働
　きかける。
・街区公園清掃等報奨金制度に取
　り組む団体や指定管理者(民間
　事業者、地域団体等）に対し、
　子どもが公園を利用する時間
　帯に巡回等を実施するよう働
　きかける。
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事業の内容等 実施結果 関係課等
5 「減らそ
う犯罪」
における
子どもの
見守り活
動への大
学生等の
参加

・安佐南区内の大学・短大の学
　生、安佐南防犯組合連合会、安
　佐南区役所、安佐南警察署が連
　携し、子どもの見守り活動を行
　う。
・教職員は、通勤時などに、腕章
　等の着用や車両へのマグネット
　シートの貼り付けを行い、見守
　り活動に参加する。

区内の大学・短大の学生が子どもの見守り活動に
　参加

安佐南区地域起
こし推進課

6 地域ぐる
みの不審
者侵入対
策の充実

・不審者侵入対策マニュアルを踏
　まえ､保育園・認定こども園に
　おける園児への防犯訓練の充
　実、安全対策の実施、保護者へ
　の注意喚起、関係機関との連携
　等を図り地域ぐるみの不審者侵
　入対策の充実を図る。
・職員に対し､危機管理意識の向
　上と安全指導の充実を図るた
　めの研修会等を開催する。

・不審者侵入対策における地域との連携（公立65園実施）
・保護者への不審者情報の提供
・保育士を対象とした防犯対応の危機管理研修を実施(6月)

こども未来局保
育指導課

7 通学路の
安全点検
及び安全
点検マッ
プの作成

定期的に通学路の安全点検を行
い、「通学路地図」や「安全点検
マップ」を更新する。また、通学
路地図等を区役所、所轄警察署等
に情報提供し、必要に応じて通学
路の整備を行う。

健康教育課：
・各学校で通学路の安全点検を行い、「安全点検マップ」
　を適宜更新
・必要に応じて通学路の見直し等を実施
東区・南区・西区・安佐北区：学校・地域から危険個所に
　ついての情報提供に対し、警察署等関係機関と連携を図
　りながら対応
南区：比治山小学校区の通学路点検を実施（8/24）
安芸区：
・各小学校とPTA役員等と合同で通学路の安全点検を実施
　し、所管課に改善や修繕の対応を依頼（4～5月）
・学校や地域からの危険個所に関する情報提供について、
　所管課と連携して対応

教育委員会健康
教育課
各区地域起こし
推進課

8 未就学児
が保育園
等で日常
的に集団
で移動す
る経路の
安全点検

日常的に集団で移動する経路の安
全点検を定期的に行い、その結果
を区役所、所轄警察署等に情報提
供するとともに、必要に応じて合
同点検や安全対策を実施する。

・散歩コースの点検を実施
・危険箇所の合同点検を実施（25施設）

こども未来局保
育指導課

9 来所・帰
宅経路の
安全点検

定期的に放課後児童クラブの来
所・帰宅経路の安全点検を行い、
児童や保護者等に注意喚起を行
う。また、必要に応じて関係機関
と合同点検を行い、安全対策を実
施する。

令和5年度中に公設クラブ、民間クラブで安全点検を行い、
利用児童に対して注意喚起を実施。
修繕などの要望がある場合には、関係部署に連絡し白線の引
き直しやポールの設置などの対策を依頼。

教育委員会放課
後対策課

10 安全な登
下校対策
の推進

市立小学校において、登下校時に
児童が一人になる区間について
「一人区間マップ」を作成・更新
する。

各学校において、「一人区間マップ」を作成、更新するなど
して、登下校時に児童が一人になる区間を確認し、対象児童
に登下校指導を実施

教育委員会健康
教育課

11 青少年指
導員によ
る街頭補
導

青少年指導員による街頭補導活動
を行い、問題行為少年の早期発見
及び早期指導により、少年の非行
防止に取り組む。

延べ実施回数：3,064回 教育委員会育成
課

事業名
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事業の内容等 実施結果 関係課等
1 安全なま
ちづくり
功労表彰

市民が安心して生活できる安全な
地域社会の実現を図るため、防犯
活動などの自主的な活動を続けて
いる個人、団体で、犯罪の起こり
にくい安全なまちづくりの推進に
顕著な功績又は功労のあった者を
表彰し、その功績又は功労をたた
えることにより、自分たちのまち
は自分たちで創り守る機運を高
め、市民参加型の自主的な防犯活
動等の定着と拡充を図る。

広島市安全なまちづくり功労表彰
　表彰式：10/3（火）
　受賞者：個人20、団体8
全区：ホームページにおいて、広島市安全なまちづくり功労
　表彰の地元受賞者（団体）及びその功績や功労を紹介
中区：「減らそう犯罪」中区民大会（3/9）において、地元
　受賞者を紹介
東・西区：各区役所Facebookにおいて、広島市安全なまちづ
　くり功労表彰の地元受賞者（団体）及びその功績や功労を
　紹介
西区：「減らそう犯罪」西区民大会（1/27）において、地元
　受賞者及び受賞団体を紹介
安芸区：「減らそう犯罪」安芸区民大会（3/3）において、
　地元受賞者を紹介

市民局市民安全
推進課
教育委員会健康
教育課
各区地域起こし
推進課

2 防犯リー
ダー等の
人材育成
への支援

県警や県が開講する「安全・安心
アカデミー」、「安全・安心なま
ちづくり」指導員養成学校への参
加を促すなど、地域や職場での防
犯リーダー等の養成に努める。

令和5年度広島県安心・安全アカデミー
　主　催：広島県警察、広島市（共催）
　日　時：7/8（土）
　場　所：佐伯区民文化センター
　受講者：25人

市民局市民安全
推進課

3

事業名

各区地域起こし
推進課

　⑵  地域防犯活動への支援

青少年に
よる自主
防犯活動
等の健全
育成・支
援

中区：国泰寺高等学校において、学校、広島中央警察署等
　と連携し、自転車マナーアップキャンペーンを実施
　（10/20、1/19）
東区：
・広島県瀬戸内高校において、広島東交通安全協会・広島東
　警察署、ヴィクトワール広島と連携して「自転車マナー
　アップ講習会」を実施(11/29)
南区：区内小中学生を対象に安全・安心ポスターを募集し、
　安全・安心フェスティバルの実施場所である広島県立
　広島産業会館東館で展示（12/2）
西区：区内で自転車通学する生徒のいる高校を対象に、自
　転車のプロロードレースチーム「ヴィクトワール広島」
　と広島西警察署、広島西交通安全協会と連携して「自転
　車交通安全マナーアップ講習」を実施（4/27、6/8、2/1、
　2/15）
安佐南区：
・自主防犯組織に活動の相談を受け、資機材（防犯ベスト
　等）を配布
・安佐南防犯組合連合会を通して、地域各種団体に資機材
　(防犯ベスト等)を提供
・安佐南防犯組合連合会と連携し、中高生が描いた防犯ポス
　ターをフジグラン緑井店4階ギャラリー場において展示
　（9/28～10/12)
・広島県立安古市高等学校において、学校や警察署等と連携
　し、自転車マナーアップキャンペーンを実施（6/7）
・AICJ中学・高等学校において、学校や警察署等と連携
　し、自転車マナーアップキャンペーンを実施（2/28）
安佐北区：
・高陽東高等学校において、1年生を対象に自転車安全教室
　を実施（4/24）
・広島文教大学付属高等学校の登校時に生徒と安佐北警察
　署等と連携し、自転車マナーアップキャンペーンを実施
　（2/1）
安芸区：
・地域の防犯組合等に資機材（防犯ベスト等）を提供
・瀬野中学校において、地域団体や学校、海田警察署等と連
　携し、自転車マナー街頭キャンペーンを実施（6/5）
・安芸南高等学校において、地域団体や学校、海田警察署等
　と連携し、自転車マナー街頭キャンペーンを実施
　（6/21、2/1）
佐伯区：
・JR五日市駅において、近隣中学校・高等学校や佐伯警察署
　等と連携し、自転車マナーアップキャンペーンを実施
　（6/2）
・美鈴が丘高等学校において、学校や佐伯警察署等と連携
　し、自転車マナーアップキャンペーンを実施（2/1）

青少年の防犯実践教育を目的とし
た取組（スポーツ少年団等による
パトロール、啓発活動等）や健全
育成活動に対し、支援を行う。
【活動例】
・自主防犯団体として組織化する
　場合の相談・助言
・活動に当たっての関係機関・団
　体等との調整や資機材の提供
・中学生を対象とした防犯ポスタ
　ー・防犯作文の募集、優秀作品
　の表彰及び作品の展示
・高校生を対象とした自転車利用
　のマナーアップ指導
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事業の内容等 実施結果 関係課等
4 青少年居
場所づく
り地域活
動の支援

暴走族等への加入防止や非行少年
等の立ち直りを図るため、文化・
スポーツなどを通じた少年たちの
居場所づくりのための活動に対し
て支援する。

市民団体等（1団体）を支援 教育委員会育成
課

5 電子メ
ディア・
インスト
ラクター
の養成等

電子メディア・インストラクター
を養成するとともに、青少年と電
子メディアとの健全な関わりにつ
いての理解を深めるための啓発活
動を行う。

・電子メディア・インストラクターの増員を図るため、養成
　講座を実施
・青少年と電子メディアとの健全な関わりについての理解を
　深めるため、保護者等を対象とした講習会（ネット・スマ
　ホの出前講座）を実施
・電子メディア・インストラクターのスキルアップ及び新た
　に講師として活動できる人材育成のための研修会を開催

教育委員会育成
課

6 自主防犯
パトロー
ル隊への
資機材の
提供

自主防犯パトロール隊へ資機材を
提供し、活動を充実させる。
・蛍光ベスト、強力ライト、誘導
　灯などの提供
・青色回転灯などの貸与

各区地域起こし推進課を通じて、蛍光ベスト、強力ライト、
誘導灯などの提供及び青色回転灯などを貸与

市民局市民安全
推進課
各区地域起こし
推進課

7 地域安全
活動事業
補助

地域住民による防犯活動等を通じ
て、犯罪の起こりにくい安全なま
ちづくり活動の推進を図るため、
各防犯組合連合会と十分な連携を
図り、活動を支援するため、補助
金を交付する。

全区：各防犯組合連合会(8団体)に補助金を交付 各区地域起こし
推進課

8 地域防犯
カメラ設
置補助

犯罪や不審者の抑止効果や犯罪が
発生した時の早期解決に有効な防
犯カメラの設置費用の一部を助成
することにより、地域の自主的な
防犯活動を補完し、犯罪の起こり
にくい安全なまちづくりに向けた
地域の自主的な取組を支援する。

5年度実績：26団体・65台の設置に対し助成
　中区2台、東区3台、南区27台、西区14台、安佐南区13台、
　安佐北区2台、安芸区3台、佐伯区1台

市民局市民安全
推進課
各区地域起こし
推進課

事業名
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事業の内容等 実施結果 関係課等
9 暴力追放
団体補助

市民の暴力追放意識の高揚に努
め、自主的な暴力追放活動を行っ
ている「広島市暴力追放監視防犯
連合会」と十分な連携を図り、活
動を支援するため、補助金を交付
する。

広島市暴力追放監視防犯連合会に補助金を交付 市民局市民安全
推進課

10 落書き防
止に対す
る地域活
動の支援

地域防犯及び環境美化に対する意
識の向上を図り、その活動を支援
するため、地域団体等に対し、落
書き消去に必要な清掃用具等を提
供する。

中区：
　12/17（日）大手町・紙屋町周辺
　1/27（土）並木通り・うらぶくろ周辺

市民局市民活動
推進課
各区地域起こし
推進課

11 市民活動
保険制度

町内会・自治会などにおいて、市
民が地域の防犯パトロールなどの
自主的・自発的な市民活動に取り
組めるよう、賠償事故、傷害事故
を対象とする市民活動保険制度を
実施し、その活動を支援する。

地域の防犯活動を行う団体等へ保険チラシを配付するなどの
広報を実施
　　令和5年度における防犯活動に関する事故件数：1件

市民局市民活動
推進課

12 協力事業
主に対す
る入札優
遇制度

競争入札参加資格審査において、
暴力団離脱者の社会復帰支援事業
における協力事業者として登録し
た者に加点をする。

工事契約課・物品契約課：競争入札参加資格審査申請の
　際に希望した者が加点されることを公表し追加受付
　　令和5年度：年4回（物品契約課・工事契約課　各4回）

財政局工事契約
課
財政局物品契約
課

事業の内容等 実施結果 関係課等
1 地域ポー
タルサイ
ト「こむ
ねっとひ
ろしま」
を活用し
た防犯情
報の共有

広島市ホームページに掲載してい
る防犯情報等を地域ポータルサイ
ト「こむねっとひろしま」に該当
ページのリンクを掲載し、地域に
おける防犯情報等の共有を促進す
る。

市民活動推進課：広島市ホームページに掲載している防犯情
　報等の新着情報について、「こむねっとひろしま」トップ
　ページに該当ページのリンクを掲載
市民安全推進課：市ホームページで犯罪事例の周知及び注
　意喚起を行う際、同内容を「こむねっとひろしま」に掲載

市民局市民活動
推進課
市民局市民安全
推進課

事業名

　⑶  地域防犯ネットワークの形成

事業名
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事業の内容等 実施結果 関係課等

3 高齢者を
対象とし
た安全情
報提供
ネット
ワークの
運営

県警から提供される高齢者が狙わ
れやすい犯罪の情報や対策等につ
いての犯罪情報官速報を、関係各
課、広島市老人クラブ連合会、地
域包括支援センター及びその他社
会福祉施設等に周知するととも
に、高齢者の目に触れる場所への
掲示や高齢者への伝達を依頼す
る。

県警からの犯罪情報官速報を、関係各課、広島市老人クラブ
連合会、地域包括支援センター、所管する老人福祉施設等に
周知並びに高齢者の目に触れる場所への掲示及び高齢者への
伝達を依頼

健康福祉局高齢
福祉課
健康福祉局地域
包括ケア推進課

4 認知症高
齢者等の
支援に係
る広島県
警察本部
と広島市
の相互連
携

認知症高齢者等の早期把握と適切
な支援へのつなぎ、認知症高齢者
等が関わる交通事故の被害や加害
防止、詐欺等犯罪被害の防止及び
発生予防、行方不明時の迅速な対
応等について、広島県警察及び広
島市が相互に連携・協力する。

・「認知症高齢者等の支援に係る広島県警察本部と広島市の
　相互連携に関する協定」に基づく、認知症高齢者等に関す
　る情報共有の取組を継続
・認知症高齢者等保護情報共有サービスの登録状況を毎週、
　市から警察本部に情報提供

健康福祉局地域
包括ケア推進課

2 市民局市民安全
推進課
各区地域起こし
推進課

中区・東区・南区：「犯罪情報官速報」や「不審者情報」、
　「減らそう犯罪通信」を庁舎内に掲示
西区：
・犯罪情報速報を区役所へ掲示
・己斐中学校生徒（「減らそう犯罪」推進モデル校）が吹込
　んだ特殊詐欺の注意喚起の音声を青色防犯パトロールカー
　及び広島電鉄の駅構内・各停留所（広島西警察署管内）、
　ボンバス車内、アルパーク、広島マリーナホップで流し、
　西区内全域への広報啓発
安佐南区：
・県警からの犯罪情報（「犯罪情報官速報」、詐欺防止ポス
　ター等）を市民ロビーや窓口等の掲示スペースに掲示し、
　来庁者に周知
・特殊詐欺防止啓発ポスターを区役所ロビー、各出張所、各
　公民館及び区内公共施設に掲示し、多くの来庁者に周知
安佐北区：
・県警からの「犯罪速報」「犯罪情報官速報」や市教委から
  提供される区内の不審者情報などを、庁舎内ロビー等に
  掲示
安芸区：
・「犯罪情報官速報」、「減らそう犯罪通信」等を庁舎内
　に掲示
・区内の不審者情報について、区役所内各課、公民館等へ
　情報提供し注意喚起
・海田警察署からの依頼に基づき、特殊詐欺に関する注意
　喚起
佐伯区：
・広島県警察本部「犯罪情報官速報」や「佐伯警察署速報」
　を庁舎内に掲示

情報発信
ネット
ワーク網
の活用

各団体等の情報発信ネットワーク
を活用し、不審者情報等の各種防
犯情報をタイムリーに、また、発
信内容に応じた方法により適切な
情報提供を行う。

事業名
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事業の内容等 実施結果 関係課等
中区：
・毎月2回、本通り周辺において、地元商店街等と連携して
　声かけや見回りを中心としたスカウト対策等を実施
・流川・薬研堀地区の環境浄化活動の一環として「リバーク
　リーン作戦」に参加（毎月第2木曜日）
東区：東区コミュニティ交流協議会の会員に、「広島市地域
　防犯カメラ設置補助事業」及び設置された防犯カメラの地
　区ごとの設置台数を周知し、制度の活用を促進
南区：「南区安全・安心なまちづくり推進協議会」を年3回
　（8月・10月・2月）開催し、関係団体間の情報交換や事業
　の検討を実施
西区：「減らそう犯罪」西区まちづくり協議会を開催し、
　犯罪の発生状況などについて情報交換や事業の検討を
　実施（7/20）

安佐南区：安佐南防犯組合連合会の3部会に属し、相互に
　連携を図りながら、情報交換を実施
安佐北区：「減らそう犯罪」安佐北区まちづくり推進連絡
　会議を開催（6/1）
安芸区：安芸区防犯組合連絡協議会会議を年3回開催し、
　情報交換や事業の実施等について検討
佐伯区：佐伯区「安全・安心なまちづくり」連絡協議会主
　催による総会（6月）、「防犯講習会・情報交換会」（7
　月、2月）を開催。また、12月に「安全・安心なまちづ
　くり、佐伯区民の集い」を開催し、関係団体間の情報交
　換を実施

6 コンビニ
エンスス
トアとの
連携強化

地域の安全・安心の拠点としての
コンビニエンスストアにおける
セーフティステーション活動(Ｓ
Ｓ活動)について、一般社団法人
日本フランチャイズチェーン協会によ
る活動報告会の中で意見交換等を
行い、関係各課との連携強化を図
る。

一般社団法人日本フランチャイズチェーン協会から文書によ
る活動報告を受け、情報を共有

市民局市民安全
推進課

7 学校と関
係機関等
との連携
強化

子どもの安全を確保するため、各
小学校において、保護者や地域団
体等との連絡調整・協議の場を設
け、警察署の指導・助言を得るな
ど、関係機関との連携を強化す
る。
さらに、区ごとに小学校、警察、
教育委員会、区役所による連携会
議を開催し、登下校の防犯対策に
係る情報共有及び意見交換等を行
う。

健康教育課：
・地域学校安全指導員（警察官OB）が学校及び通学路を巡回
　し、学校に対し安全対策についての助言等を実施
・ガードボランティア（地域住民ボランティア）に対し見守
　り活動に関する指導・助言を実施
・区ごとに小学校、警察、教育委員会、区役所による登下校
　防犯対策地域連携会議を開催し、登下校の防犯対策に係る
　情報共有及び意見交換等を実施
全区：定期的に小・中学校長会で情報交換するとともに、地
　域学校安全指導員との情報交換を実施

教育委員会健康
教育課
教育委員会放課
後対策課
各区地域起こし
推進課

8 非行防止
連携

状況把握が困難な非行少年グルー
プ等の動向について、地域、学
校、警察、行政が密接に連携し、
状況把握に努めるとともに、的確
に対応する。

地域・学校・警察が連携して開催する非行防止に関する連絡
会議に参加

教育委員会育成
課

5

事業名

各区地域起こし
推進課

各区において、区民、事業者、行
政が互いの連携を深め、犯罪のな
いまちづくりを推進していくこと
を目的として協議会等を設置し、
関係団体間の情報交換会や事業の
検討を行う。

各区にお
ける地域
団体等と
の連携強
化
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　３  犯罪の起こりにくい環境づくり

　⑴  犯罪防止に配慮した公共施設の整備等

事業の内容等 実施結果 関係課等
1 防犯灯・
公園灯の
整備等

道路・公園の夜間における犯罪発
生の未然防止等のため、各区にお
いて必要な箇所への防犯灯等の設
置など、暗がりや死角の解消に努
める。

公園整備課：
・各区において、地元町内会等の要望に基づいて、必要箇所
　への公園灯の設置
・老朽化した公園灯の更新
道路課：地元町内会の要望等に基づき、各区において必要な
　箇所への防犯灯の設置や球替えを実施
全区維持管理課：
・地元町内会等の要望に基づき、必要箇所への防犯灯等を設
　置
・防犯灯・公園灯の球切れの交換
・状況に応じて既存の照明よりも明るい照明球への交換を
　実施
・暗がりや死角の解消のために、公園樹木のせん定を実施

都市整備局公園
整備課
道路交通局道路
課
各区維持管理課
各区地域整備課

2 防犯カメ
ラ・防犯
機器等の
整備

公共施設の整備等の計画策定の際
には、周辺の防犯環境向上を考慮
した防犯カメラ・防犯機器等の整
備を検討する。

市の公共施設において、適宜防犯カメラの新設・更新を実施 各課

3 見守り巡
回用公用
車や公用
バイクの
配備

・小学校等に配備している巡回用
　バイク等に「みんなで守ろう子
　どもの安全」（ステッカー）を
　掲示し、登下校を中心とした見
　守り・巡回活動等を実施する。
・区役所等に配備している青色回
　転灯を装備した公用車によるパ
　トロールを実施する。
・不法投棄防止のパトロールにお
　いては、公用車及びパトロール
　業務受注者車両に「防犯パト
　ロール実施中　広島市」のス
　テッカーや青色回転灯を装備す
　ることにより、地域の防犯巡回
　活動を兼ねる。

業務第一課・各環境事業所・パトロール業務受注者：
　広島市全域において、「防犯パトロール実施中　広島市」
　のステッカー及び青色回転灯を装備した公用車や受注者
　車両による不法投棄防止パトロールを実施
健康教育課：各学校において、巡回用バイク等による見守
　り・巡回活動等を実施
全区：
・毎月22日の「子ども安全の日」や不審者情報の該当地区
　などにおいて青色回転灯を装備した公用車によるパトロ
　ールを実施
・通常の業務時にも、極力巡回を兼ねて青色回転灯を装備
　した公用車を利用

市民局市民安全
推進課
環境局業務第一
課
環境局各環境事
業所
教育委員会健康
教育課
各区地域起こし
推進課

4 通学路の
整備

各学校がＰＴＡ、地元町内会等関
係者と協議のうえ実施した通学路
安全点検の結果等に基づき、関係
課等により通学路標識・カーブミ
ラー・防護柵・防犯灯の設置な
ど、対応可能な通学路の安全対策
を行う。

道路課：通学路安全点検の結果等に基づき、各区において路
　側帯の設置や、側溝の蓋掛け等の対策を実施
健康教育課：各学校が実施した通学路の安全点検の結果等に
　基づき、交通安全施設等の新設や修繕などの安全対策を警
　察署や道路管理者等に依頼
全区地域起こし推進課：
・青色防犯パトロールカーによる通学路のパトロールを実施
　する際、子どもの見守り活動を行うとともに、周辺の通学
　路を点検（毎月22日頃）
・小学校や地域住民からの個別要望を聞き取り、関係機関
　と連携をとりながら対応
全区維持管理課：区画線の設置など必要な対策を実施すると
　ともに、市教委等からの通学路の整備要望に基づき、防犯
　灯等の整備を実施
安芸区維持管理課：
・各小学校とPTA役員等と合同で通学路の安全点検を実施
　し、所管課に改善や修繕の対応を依頼（4～5月）
・学校や地域からの危険個所に関する情報提供について、
　所管課と連携して対応

道路交通局道路
課
教育委員会健康
教育課
各区地域起こし
推進課
各区維持管理課
各区地域整備課

事業名
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　⑵  市民・事業者による環境整備等の促進

事業の内容等 実施結果 関係課等
1 一家一事
業所一点
灯運動の
推進

夜間、各家庭や事業所の玄関灯や
門灯などを点灯することにより、
地域全体を明るくし、犯罪の起こ
りにくい環境を自らの手でつくっ
ていこうとする「一家一事業所一
点灯運動」の普及と拡大を図るた
め、「門灯点灯」をスローガンと
して、警察等と連携して各区防犯
組合連合会総会や区民まつり等で
啓発用のチラシやのぼり旗を配布
する。

市民安全推進課：のぼり旗を各区防犯組合連合会へ配布
東区：要望のあった町内会、防犯組合へチラシ・のぼり幟を
　提供
西区：区役所の窓口で啓発用チラシを配布
安佐南区：区役所ロビー及び各出張所において、啓発チラシ
　を配布
安佐北区：区役所の窓口で啓発用チラシを配布
安芸区：区役所ロビーにおいて啓発チラシを配布
佐伯区：防犯講習会・区民大会において「一家一事業所一
　点灯運動」のぼり旗を掲出

市民局市民安全
推進課
各区地域起こし
推進課

2 防犯性能
の高い建
物部品の
普及啓発

防犯講習会や区民まつりなどで、
防犯性能の高い建物部品を紹介し
普及促進を図る。

市政出前講座で紹介 市民局市民安全
推進課

3 街路灯設
置管理費
補助

夜間における犯罪発生の未然防止
等のため、町内会等が街路灯を設
置する場合又は維持管理に要する
経費について、補助金を交付す
る。

5年度実績：13灯　195,000円 道路交通局道路
管理課

4 私道整備
補助
（通学路
の整備補
助）

地元が行う私道の整備のうち、通
学路に指定されている私道の歩道
部分の舗装新設工事、交通安全施
設新設工事等に要する経費につい
て、全額補助（補修工事の場合は
2分の1補助）を行う。

5年度実績：1か所　206,800円 道路交通局道路
管理課

　⑶  繁華街等地域に応じた環境改善

事業の内容等 実施結果 関係課等
1 繁華街に
おける安
全・安心
な環境づ
くり

「第3次流川・薬研堀地区の健全
で魅力的なまちづくり推進計画」
に盛り込まれている「安全・安心
な環境づくり」について、市民や
関係団体と連携・協働しながら、
施策の展開を図る。
・継続性のある防犯活動の推進
・防犯設備の充実
・暴力団や違法風俗店の排除
・客引き対策の推進

・リバークリーン作戦（流川・薬研掘地区の環境浄化作戦）
　実施時に、「客引きを利用しない」旨ののぼり旗を掲げ
　行進することにより客引き対策を推進（毎月第2木曜日）

市民局市民安全
推進課

事業名

事業名
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事業の内容等 実施結果 関係課等

3 まちぐる
み非行防
止活動

区役所が主体となって、区民とと
もに、地域の特性や区の実情に応
じた非行を防止するための取組を
推進する。

育成課：市内繁華街において、広島校外教育連盟等と連携
  し、街頭補導を実施
中区・東区・南区・西区・安佐南区・安芸区：
　地域の防犯パトロール隊の活動支援として、パトロール用
　の資機材を提供
安佐北区：
・安佐北警察署と区が連携して資質向上や情報交換を目的と
　する研修会を実施（2/3）
・パトロール用の資機材を提供
佐伯区：
・地域の自主防犯団体の活動支援として、パトロール用の資
　機材を提供
・防犯パトロールを実施（7月第3日曜日の青少年地域活動
　日）

教育委員会育成
課
各区地域起こし
推進課

4 暴力団排
除活動の
推進

広島県暴力団排除条例(平成23年4
月1日施行)及び広島市暴力団排除
条例(平成24年4月1日施行)の規定
に基づき、市民、事業者、関係機
関等と連携を図りながら、暴力団
排除を推進する。
また、県警や広島市暴力追放監視
防犯連合会等と連携したパレード
や決起大会による気運の醸成な
ど、暴力団排除のための取組を行
う。

広島県暴力団排除条例と相互補完を図りながら、本市におけ
る暴力団排除を推進するため、広島市暴力団排除条例に基づ
き、本市の事務事業からの排除など、暴力団排除に関する施
策を総合的に推進

市民局市民安全
推進課

2 放置自転
車対策

事業名

・放置規制区域を中心に、駐車駐
　輪指導員により、自転車等利用
　者に対する放置防止指導や駐輪
　場利用の案内を行うとともに、
　道路等に放置されている自転車
　等については撤去を実施する。
・自転車のルール・マナーに関す
　る啓発を行う。

自転車都市づくり推進課：
・放置自転車等撤去の実施
　令和5年度撤去台数：7,037台
・駐車駐輪指導員による自転車等利用者等への放置防止
　の指導・啓発
・自転車安全利用に関する啓発活動
　小学生に対する自転車運転免許証の交付
　中・高校生に対する自転車通学許可証の交付など

中区：
・自転車交通マナー向上を図るため、街頭啓発を実施
　(10/20、1/19)
東区：
・広島県瀬戸内高校で自転車マナー講習会を実施（11/29）
・「広島東地区安全・安心フェスタ」で自転車ルール・
　マナーの啓発物を配付（3/9）
南区：自転車マナーアップキャンペーン（雨天中止）
西区：
・放置規制区域内を中心に、放置防止の注意貼紙措置を実施
・自転車等の放置常習場所に注意看板等を設置
・区内の高等学校において、交通安全教室を実施
 （4/27、6/8、2/1、2/15）
安佐南区：自転車マナーアップキャンペーンを実施
 （6/8、2/28）
安佐北区：
・自転車盗難防止の街頭啓発(6/6、10/10、10/11　JR可部駅
　駐輪場、防犯組合と警察署等)
安芸区：
・自転車交通マナー向上を図るため、瀬野中学校において、
　地域団体や学校、海田警察署等と連携し、自転車マナー
　街頭キャンペーンを実施（6/5）
・自転車マナー向上を図るため、安芸南高等学校において、
　地域団体や学校、海田警察署等と連携し、自転車マナー
　街頭キャンペーンを実施（6/21、2/1）
佐伯区：
・JR五日市駅において、近隣中学校・高等学校や佐伯警察署
　等と連携し、自転車マナーアップキャンペーンを実施
　（6/2）
・美鈴が丘高等学校において、学校や佐伯警察署等と連携
　し、自転車マナーアップキャンペーンを実施（2/1）

市民局市民安全
推進課
道路交通局自転
車都市づくり推
進課
各区地域起こし
推進課
各区維持管理課
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　４　再犯防止のための体制づくり

　⑴　再犯防止の取組への理解の促進

事業の内容等 実施結果 関係課等
1 刑務所出
所者の社
会復帰に
関する市
民の理解
促進

刑務所出所者の社会復帰に関する
市民の理解の促進について、市の
ホームページで啓発する。

・市ホームページにより、再犯防止の取組への理解の促進に
　ついて啓発
・本庁舎市民ロビーにおいて、広島刑務所とパネル展を
　共同実施

市民局市民安全
推進課

2 保護司会
等への支
援

広島市地区保護司会連絡協議会及
び広島市地区更生保護女性会連絡
協議会に対し、補助金を交付す
る。

広島市地区保護司会連絡協議会及び広島市地区更生保護女性
会連絡協議会に補助金を交付

市民局市民安全
推進課

4 更生保護
サポート
センター
に対する
貸付料減
免

市有施設に開設する更生保護サ
ポートセンターについて、貸付
（使用）料を免除し、活動を支援
する。

貸付料を減免している更生保護サポートセンター
・中　　区：中区幟町　中区役所倉庫
・南　　区：南区宇品海岸二丁目
　　　　　　宇品御幸松地区広場利便施設
・西　　区：西区小河内町一丁目　旧小河内教育集会所
・安佐南区：安佐南区伴東四丁目
　　　　　　沼田出張所旧常直室兼倉庫
・安 芸 区：矢野東五丁目　矢野出張所2階
・佐 伯 区：佐伯区海老園二丁目
　　　　　　佐伯区役所附属棟

市民局人権啓発
課
都市整備局みな
と振興課
中区・安佐南
区・安芸区・佐
伯区区政調整課

事業名

市民局市民安全
推進課
各区地域起こし
推進課

市民安全推進課：
・第73回“社会を明るくする運動”～犯罪や非行を防止し、
　立ち直りを支える地域のチカラ～の実施に伴い、内閣
　総理大臣のメッセージを市長に伝達
中区：
・懸垂幕の掲出（7/1～7/31）
・「社会を明るくする運動」作文・標語コンテストにお
　ける区長賞の授与及び表彰式への参加（12/8）
東区：
・区役所で内閣総理大臣メッセージ伝達式の開催（6/12）
・“社会を明るくする運動”街頭一斉広報活動の実施
　（7/6）
・「社会を明るくする運動」作文・標語の優秀作品賞状
　授与式の実施（10/6）
・懸垂幕の掲出
南区：
・区役所庁舎内での社会明るくする運動ポスター等の
　展示（7/1～7/31）
西区：
・内閣総理大臣メッセージ伝達式の開催（7/17）
・作文、標語コンテストの実施
・標語パネルの掲示
・懸垂幕、広報車による広報の実施
安佐南区：
・社会を明るくする運動ポスターの掲示
・「社会を明るくする運動」作文・標語コンテストにおけ
　る区長賞の授与及び表彰式への参加（11/16）
安佐北区：
・区役所で内閣総理大臣メッセージ伝達式の開催を予定し
　ていたが、大雨警報発令により中止となった。（7/9）
・社会を明るくする運動強化月間・再犯防止啓発月間（7
　月）に合わせ、区役所ロビーメッセージ等関係資料の
　展示
佐伯区：
・区役所で内閣総理大臣メッセージ伝達式の開催（6/13）
・区役所庁舎内での社会を明るくする運動ポスター等の
　展示及び懸垂幕の掲出（7/1～7/31）
・佐伯地区保護司会などと連携し、街頭啓発によるあい
　さつ運動を実施（7/3JR五日市駅北口）
・佐伯区青少年健全育成連絡協議会などと連携し、街頭
　啓発によるあいさつ運動を実施（7/4JR五日市駅北口）
・「社会を明るくする運動」作文・標語コンテスト表彰
　式への参加（10/20）

3 「社会を
明るくす
る運動」
への参画

社会を明るくする運動を保護観察
所や保護司をはじめとする民間協
力者と連携して推進する。
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事業の内容等 実施結果 関係課等
5 民間ボラ
ンティア
について
市ＨＰで
の周知、
人材確保

民間ボランティアの活動や人材確
保について、ホームページで周知
する。

保護司の活動状況や募集について市ホームページやひろしま
「市民と市政」で周知

市民局市民安全
推進課

6 更生保護
施設に対
する支援

更生保護施設を運営する更生保護
法人ウィズ広島に対し、補助金を
交付する。

更生保護施設を運営する更生保護法人ウィズ広島に補助金を
交付

市民局市民安全
推進課

　⑵　社会復帰への支援

事業の内容等 実施結果 関係課等
1 広島市く
らしサ
ポートセ
ンターに
よる支援

犯罪を犯した者に対し、その状況
に応じて、就労や住まい、家計の
立て直し等の各種事業の利用や関
係機関との連携等により、自立に
向けた継続的な支援を行う。

全区8か所に設置しているくらしサポートセンターにおい
て、犯罪を犯した者を含む生活困窮者からの相談に包括的に
応じ、各種事業の利用や関係機関との連携等により、自立に
向けた継続的な支援を実施

健康福祉局保護
自立支援課

2 保健医
療・福祉
サービス
の提供

犯罪を犯した者がその状況に応じ
て、自立支援医療や生活保護など
の行政サービスを受けられるよう
に適切に対応する。

各区生活課において、犯罪を犯した者を含む相談者からの相
談に応じ、関係機関と連携しながら生活保護の適切な実施

健康福祉局保護
自立支援課

3 依存症対
策の推進

依存症相談窓口において、乱用や
依存に関する問題で悩んでいる本
人・家族からの相談に対応すると
ともに、関係機関との連携体制を
構築し総合的な相談支援を行う。

依存症相談窓口を設けて、電話相談及び面接相談に応じ、情
報提供、助言、関係機関との調整の実施
【5年度実績】
　・電話相談　延128件
　・面接相談　延71件
　・支援者向け研修　1回　63人
　・依存症関係機関連携会議　1回
　・市民向け依存症関連講演会　1回　32人
　・家族向け依存症勉強会（全6回）１クール　延24人

健康福祉局
精神保健福祉課
健康福祉局
精神保健福祉セ
ンター

4 協力事業
主に対す
る入札優
遇制度

競争入札参加資格審査及び総合評
価落札方式において、刑務所出所
者等を雇用した協力雇用主に加点
をする。

工事契約課：競争入札参加資格審査申請の際に希望した
  者が加点されることを公表し追加受付
　　令和5年度追加受付：年4回
技術管理課：総合評価落札方式において、刑務所出所者等
　を雇用した協力雇用主に加点する制度を実施
　　令和5年度に加点した実績　0件

財政局工事契約
課
都市整備局技術
管理課

5 広島市居
住支援協
議会によ
る支援

住宅の確保に配慮を要する者の入
居を受け入れることとしている民
間賃貸住宅の登録促進及び情報提
供を行う。

住宅の確保に配慮を要する者の入居を受け入れることとして
いる民間賃貸住宅の登録を促進するため、不動産関係団体等
を通じた不動産事業者や賃貸人への働きかけを行うととも
に、登録情報の周知を実施

健康福祉局保護
自立支援課
都市整備局住宅
政策課

6 少年サ
ポートセ
ンターひ
ろしまに
おける相
談支援

電話や面接等により受け付けた相
談事案について、事件性や非行の
程度に応じ、市教委と県警察が連
携して対応し、非行からの立ち直
りに向けた支援を行う。

令和5年度少年相談受理件数：162件 教育委員会育成
課

事業名

事業名
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　⑶　矯正施設、県、民間協力者等の連携体制の構築

事業の内容等 実施結果 関係課等
1 矯正施設
所在自治
体会議へ
の参画

矯正施設が所在する自治体の首長
間のネットワークを形成し、市町
村ごとの地方再犯防止推進計画の
策定等、率先して積極的に地域に
おける再犯防止施策等を推進する
ため、相互に有益な情報交換、調
査研究、国や都道府県に対する提
言や要望を行う矯正施設所在自治
体会議に参画する。

矯正施設所在自治体会議総会（欠席）
開催日時　6/7（水）
開催場所　東京都

市民局市民安全
推進課

2 広島県再
犯防止推
進連絡会
議への参
画

広島県再犯防止推進連絡協議会に
参画し、広島県再犯防止推進計画
に基づく県の役割分担を踏まえた
具体的施策を検討する。

広島県が開催する広島県再犯防止推進連絡協議会に出席
開催日時　7/31（月）13:30～15:30
開催場所　県庁本館6階講堂

市民局市民安全
推進課

3 地域定着
支援セン
ターとの
連携

各都道府県に設置されている地域
定着支援センターでは、矯正施設
収容中から矯正施設や保護観察
所、既存の福祉関係者と連携し
て、支援の対象となる人が釈放後
から福祉サービスを受けられるよ
う取り組んでいるところであり、
広島県の同センターと協力体制を
図る。

連携へ向け、広島矯正管区、広島刑務所、広島保護観察所な
どから意見聴取を実施

市民局市民安全
推進課

　５　犯罪被害者等への支援体制づくり

　⑴　支援活動の拡充

事業の内容等 実施結果 関係課等
1 暴力被害
相談

暴力団等の介入や暴力が絡む債権
取立て、商品の販売など、民事暴
力に関する市民や企業からの相談
に応じ、その解決方法を助言・指
導するとともに、必要に応じて警
察署等関係機関への連絡や法律相
談の紹介等を行う。

暴力被害相談センターにおいて、各種相談業務を実施
・電話相談・面接相談：月～金曜日　8：30～17：00
・区役所巡回相談：毎月1回　13：00～15：00
　　5年度実績：31件

市民局市民安全
推進課

2 配偶者等
からの暴
力被害相
談

配偶者暴力相談支援センターで、
配偶者からの暴力被害に関する相
談に応じ、情報提供、助言、関係
機関との連絡調整等の援助を行
う。
また、土・日・祝日においてはＤ
Ｖ電話相談を実施し、情報提供、
助言等の援助を行う。

・配偶者暴力相談支援センターにおいて、配偶者等からの暴
  力被害に関する相談に応じ、情報提供、助言、関係機関と
  の連絡調整等を実施
　＜電話相談・面接相談＞
　　月～金 10：00～17：00(祝日・8/6・年末年始を除く)
　　　5年度実績：1,101件
・配偶者暴力相談支援センター休日ＤＶ電話相談において、
  配偶者等の暴力被害に関する相談に応じ、情報提供、助言
  等の援助を実施
　＜電話相談＞
　　土・日・祝日 10：00～17：00(年末年始を除く)
　　　5年度実績：97件

市民局男女共同
参画課

3 犯罪被害
者等総合
相談

犯罪被害者等からの相談や問合せ
に対し、庁内関係課の各種支援制
度の案内を行うとともに、必要に
応じて庁外関係機関・団体に関す
る情報提供や橋渡しなどを行う。

犯罪被害者等総合相談窓口において、犯罪被害者等に関する
相談に応対
　＜電話相談・面接相談＞
　　月～金曜日　8：30～17：15
　　　5年度実績：114件

市民局市民安全
推進課

事業名

事業名
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事業の内容等 実施結果 関係課等
4 犯罪被害
者等見舞
金支給事
業

本市における犯罪被害者やその遺
族への応急的な経済的支援とし
て、見舞金を支給する。

　遺族見舞金：30万円
　　　　　　　　　支給実績 1件
　重傷病見舞金：10万円
　　　　　　　　　支給実績 6件

市民局市民安全
推進課

5 犯罪被害
者等日常
生活等支
援事業

犯罪被害により日常生活等に支障
が生じている犯罪被害者等に対し
て日常生活等支援に要する費用を
助成する。
・家事・介護費用助成：
　家事や介護のサービスを提供す
　る事業所を利用した場合、その
　費用を一定額まで助成
・一時保育費用助成：
　未就学児を保育することに支障
　が生じているため、本市が実施
　している「一時預かり事業」を
　利用した場合、その費用を一定
　額まで助成
・転居費用助成：
　転居にかかった費用や転居を前
　提として宿泊施設を仮住まいと
　した場合の宿泊費用を一定額ま
　で助成

・家事・介護費用助成：支給実績なし
・一時保育費用助成：支給実績なし
・転居費用助成：支給実績1件

市民局市民安全
推進課

6 公益社団
法人広島
被害者支
援セン
ターへの
活動支援

市民の犯罪被害者等支援意識の高
揚と支援活動の充実を図るため、
公益社団法人広島被害者支援セン
ターへ負担金を交付する。

・広島被害者支援センターの事業全体に対する助成を実施 市民局市民安全
推進課

7 市営住宅
の入居等
に関する
支援

ＤＶ被害者世帯、ＤＶ被害者単身
者及びその他の犯罪被害者等世
帯、犯罪被害者等単身者につい
て、市営住宅の入居抽選時に当選
確率を２倍とする優遇措置を行
い、また、上記世帯の居住の安定
を図り、その自立を支援するた
め、市営住宅の一時使用許可を行
う。

・ＤＶ被害者世帯、ＤＶ被害者単身者及び犯罪被害者等（Ｄ
　Ｖ被害者を除く）世帯、犯罪被害者等単身者について、
　市営住宅の入居抽選時に当選確率を2倍とする優遇措置を
　実施
・上記世帯の居住の安定を図り、その自立を支援するため、
　市営住宅の一時使用許可を実施

都市整備局住宅
政策課

8 広島市Ｄ
Ｖ対策関
係機関連
絡会議

広島市域におけるＤＶ関係機関相
互の連携を図り、ＤＶの防止から
被害者への適切な支援の取組を推
進する。(年１回開催予定)
・各関係機関の取組についての情
　報交換
・ＤＶ対策についての研究協議
・事例検討等

・ＤＶ対策関係機関連絡会議を実施
　　日　時：11/21（火）
　　内　容：(状況報告)
　　　　　　　・広島市のＤＶ防止・被害者支援の状況報告
　　　　　　　・各機関からの報告、意見交換
　　　　　　(勉強会)
　　　　　　　・配偶者暴力防止法令改正及び困難な問題を
　　　　　　　　抱える女性への支援に関する法律の対応に
　　　　　　　　ついて

市民局男女共同
参画課

9 ＤＶ防止
啓発リー
フレット
等の配布

啓発リーフレット等を市民に配布
し、ＤＶ防止のための啓発を行う
とともに、相談窓口を周知する。

・啓発リーフレット等を母子健康手帳交付時に配付
・関係行政機関・医療機関等に配架を依頼
・「女性に対する暴力をなくす運動」期間（11月）に合わせ
　た街頭啓発活動において配布

市民局男女共同
参画課

10 職員ＤＶ
防止研修
の実施

職員研修を実施することにより、
ＤＶ被害者に対する理解と、二次
的被害防止を図る。(年1回予定)

・ＤＶ防止に関する職員研修を実施
　　日　時：9/6（水）
　　内　容：ＤＶ被害者に寄り添った相談業務のあり方
　　　　　　二次的被害の防止
　　　　　　支援者に必要なコミュニケーション技法
　　　　　　支援者のセルフ・ケア
　　受講者：37名

市民局男女共同
参画課

事業名
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事業の内容等 実施結果 関係課等
11 民間シェ

ルター支
援

被害者の一時保護を行っている市
内の民間シェルターに対して助成
を行うことにより、ＤＶ被害者の
安全確保及び相談・支援体制の整
備を図る。

民間一時保護事業補助金を交付 市民局男女共同
参画課

12 人材の育
成

県が実施する研修会や被害者支援
センターが実施する講座を市職員
に受講させる。

県等が実施する研修会への参加
・広島県環境県民局県民活動課主催
　　犯罪被害者等支援研修及び図上演習
・被害者支援センターが実施する講座の受講
　　被害者支援活動員養成講座（全12回）

市民局市民安全
推進課

　⑵　市民の理解の増進

事業の内容等 実施結果 関係課等
1 市民の理
解及び配
慮・協力
の促進

犯罪被害者等が置かれている状況
や生活の平穏の重要性等について
周知するための広報や啓発事業等
を実施し、市民の理解を深めてい
く。

・国や民間支援団体が作成した啓発用ポスターやリーフレッ
　トを市関係施設に配布
・市広報紙「ひろしま市民と市政」に、犯罪被害者等支援に
　係る記事を掲載
・令和5年度被害者支援講演会を実施
　　主　催：広島被害者支援センター
　　　　　　広島市ほか共催
　　日　時：11/25（土）
　　参加者：約100人
・令和5年度「犯罪被害者週間」啓発キャンペーンを実施
　　主　催：広島被害者支援センター
　　　　　　広島市ほか共催
　　日　時：11/27（月）
　　場　所：JR広島駅南北自由通路
・各区区役所のロビーで犯罪被害者等支援に関する啓発リー
　フレット等の資料を展示
　　中区役所　　：7/11 (火) ～ 7/24 (月)
　　東区役所　　：8/22 (火) ～ 9/4  (月)
　　南区役所　　：6/20 (火) ～ 7/3  (月)
　　西区役所　　：10/31(火) ～ 11/13(月)
　　安佐南区役所：10/11(水) ～ 10/24(火)
　　安佐北区役所：12/6 (水) ～ 12/18(月)
　　安芸区役所　：8/25 (金) ～ 9/7  (木)
　　佐伯区役所　：10/5 (木) ～ 10/18(水)
・市立図書館や公民館と共催で、犯罪被害者等支援に関する
　啓発リーフレット等の資料を展示
　　中央図書館　：11/2 (木) ～ 11/29(水)
　　南区図書館　：6/1  (木) ～ 6/15 (木)
　　安佐北区図書館 ：12/6 (水) ～ 12/17(日)
　　矢野公民館　：8/25 (金) ～ 9/7  (木)
　
東区：窓口に犯罪被害者等支援啓発リーフレットを配架

市民局市民安全
推進課
各区地域起こし
推進課

2 市政出前
講座を通
じた啓発

市政出前講座「犯罪被害者等に対
する支援」により、町内会等各種
団体からの要請に応じて、市職員
が講師として出向き、犯罪被害者
等に対する支援に関する話を分か
りやすく行うことで、市民の理解
を深めていく。

申込実績なし 市民局市民安全
推進課

事業名

事業名
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　⑴  不安に感じる犯罪や子ども・女性への犯罪防止

事業の内容等 実施結果 関係課等

1 防災情報
メール等
による注
意喚起の
ための犯
罪情報の
提供

防災情報メールや市の公式LINE
で、子どもと女性に対する不審者
情報、犯罪情報を提供することに
より、市民への注意喚起を図る。

5年度実績：不審者情報　696件
　　　　　 犯罪情報    13件

市民局市民安全
推進課

3 少年サ
ポートセ
ンターひ
ろしまの
支援の充
実

非行防止対策を総合的かつ効果的
に推進するため、市教育委員会職
員と県警職員とが常駐する少年サ
ポートセンターひろしまにおい
て、ワンストップで非行防止から
立ち直り支援までの一貫した支援
を行う。
また、問題行為少年の早期発見の
ため、青少年指導員による巡回を
実施する。

・少年相談・立ち直り支援
　令和5年度少年相談受理件数：162件
　問題別思春期セミナーの開催：4回　参加者209人
・居場所づくり（「少年サポートルーム」の実施）
　少年サポートルーム実施回数：47回
　延べ参加少年人数：236人
・生徒指導上の課題を抱える学校への支援
　派遣校数：2校　　延べ派遣回数：399回
・青少年指導員による街頭補導活動
　延べ実施回数：3,064回

教育委員会育成
課

企画総務局広報
課
市民局市民安全
推進課
市民局消費生活
センター
教育委員会健康
教育課
各区地域起こし
推進課
ほか

市広報紙「ひろしま市民と市政」
や区広報紙、広報番組などを有効
に活用し、犯罪の起こりにくい安
全なまちづくりに向けた市民等の
意識啓発を行う。

①不安に感じる犯罪の防止

広報課・市民安全推進課・消費生活センター：
・市広報紙「ひろしま市民と市政」：11回（不正大麻・けし
　の撲滅、消費者被害の未然防止、再犯防止の推進、子ど
　も・女性への犯罪防止、消費者被害に遭いやすい若者への
　重点啓発、DV被害防止、児童虐待防止、犯罪被害者支援、
　自転車盗難対策、特殊詐欺対策、薬物乱用防止）
・テレビ広報番組(生活情報番組)：6回（ネットショッピン
　グの消費者被害対策、特殊詐欺対策、年末の消費者トラ
　ブル注意喚起、年度末の消費者トラブル注意喚起、薬物
　乱用防止、自転車盗難対策）
消費生活センター：
・くらしの情報紙「知っ得なっとく」
・消費者トラブルの最新の相談事例等（年3回発行：
　6月、9月、2月発行）
佐伯区：区広報紙「佐伯区だより」9月号：佐伯区「防犯川
　柳」の募集
【ホームページ等】
市民安全推進課：市ホームページ及び「こむねっとひろ
　しま」：犯罪事例の周知及び注意喚起
健康教育課：市ホームページ
・5年度広島市安全なまちづくり功労表彰を受賞した個人及
　び団体の紹介
・学校等に提供した不審者情報の概要等
消費生活センター：
・チラシ：市内の小・中学校、高等学校に配付（小・中学
　生及び高校生の消費者トラブル予防のための啓発）
・ホームページ：能登半島地震に便乗した悪質商法や相談の
　多い悪質商法の注意喚起

広報紙、
広報番
組、ホー
ムページ
等による
防犯対策
等の広報
啓発

事業名

重点的な取組（各局各課共通課題）

2
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1 被害に遭
いやすい
世代・対
象への不
審者情報
の提供

被害者となりうる女子大学生や深
夜勤務の多い職種等に対する情報
の提供を強化する。

子どもと女性に対する不審者情報、犯罪情報を発信している
広島市防災情報メール、市公式LINEアカウントや県警メルマ
ガ等の登録を促進

市民局市民安全
推進課

2 対象者を
特化した
防犯講習
会の開催

女子大学生や深夜勤務のある職種
における研修など、対象者を特化
した防犯講習会を開催する。

未実施 市民局市民安全
推進課
各区地域起こし
推進課

3 小中高生
を中心と
した電子
メディア
の適正利
用の啓発

令和5年度から3か年で市立中学校
全校に出向き、「～犯罪をおこさ
ないために　犯罪の被害にあわな
いために～」をテーマとして「犯
罪被害等防止教室」を行う。

「犯罪被害等防止教室」を市立中学校17校で実施 市民局市民安全
推進課

4 防犯灯・
公園灯の
整備等

道路・公園の夜間における犯罪発
生の未然防止等のため、各区にお
いて必要な箇所への防犯灯等の設
置など、暗がりや死角の解消に努
める。

公園整備課：
・各区において、地元町内会等の要望に基づいて、必要箇所
　への公園灯の設置
・老朽化した公園灯の更新
道路課：地元町内会の要望等に基づき、各区において必要な
　箇所への防犯灯等の設置や球替えを実施
全区維持管理課：
・地元町内会等の要望に基づき、必要箇所への防犯灯等を設
　置
・防犯灯・公園灯の球切れの交換
・状況に応じて既存の照明よりも明るい照明球への交換を実
　施
・暗がりや死角の解消のために、公園樹木のせん定を実施

都市整備局公園
整備課
道路交通局道路
課
各区維持管理課
各区地域整備課

5 地域防犯
カメラ設
置補助

犯罪や不審者の抑止効果や犯罪が
発生した時の早期解決に有効な防
犯カメラの設置費用の一部を助成
することにより、地域の自主的な
防犯活動を補完し、犯罪の起こり
にくい安全なまちづくりに向けた
地域の自主的な取組を支援する。

5年度実績：26団体・65台の設置に対し助成
　中区2台、東区3台、南区27台、西区14台、安佐南区13台、
　安佐北区2台、安芸区3台、佐伯区1台

市民局市民安全
推進課
各区地域起こし
推進課

②子ども・女性への犯罪防止
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　⑵  特殊詐欺対策の推進

事業の内容等 実施結果 関係課等
1 特殊詐欺
撲滅キャ
ンペーン
の実施

特殊詐欺の被害に遭わないよう、
注意喚起を目的としたキャンペー
ンを行う。
懸垂幕の掲示や啓発物品の配布な
どにより意識の高揚を図る。

東区：「広島東安全・安心フェスティバル」で、特殊詐欺
　被害防止啓発の展示やステージを実施（3/9）
南区：「安全・安心なまちづくりフェスティバル」におい
　て、特殊詐欺の演劇や各ブースにて注意喚起を実施
　（12/2）
西区：己斐中学校（広島西警察署「減らそう犯罪」推進モ
　デル校）の美術部生徒による特殊詐欺被害防止の啓発ポ
　スターを区役所等に掲示
安佐南区：年金支給日に合わせて、イオンモール広島祇園
　店において、安佐南防犯組合連合会、安佐南警察署と連
　携して特殊詐欺防止キャンペーンを実施（啓発物品の配
　布等）
安佐北区：
・特殊詐欺の被害防止に関するのぼり旗を区役所正面玄関
　前に掲示
・特殊詐欺防止街頭啓発(10/13金融機関周辺 防犯組合と警
　察等)
安芸区：年金支給日に合わせて、安芸区内郵便局において、
　海田警察署、郵便局と連携して特殊詐欺防止キャンペー
　ンを実施（啓発物品の配布等）
佐伯区：佐伯警察署、佐伯区防犯連合会と連携し、特殊詐欺
　防止キャンペーン（10/10マックスバリュ石内店）を実施
　（啓発物品の配布等）

市民局市民安全
推進課
各区地域起こし
推進課

2 特殊詐欺
対策の広
報啓発

特殊詐欺の被害に遭わないよう、
チラシ等を作成し、配布する。

・市政出前講座やイベント等でチラシを配布
・特殊詐欺被害防止に係るチラシ作成：6万部

市民局市民安全
推進課

3 防犯機能
付き電話
機設置等
補助

特殊詐欺被害を未然に防止するた
め、65歳以上の者のみで構成され
る世帯に対し、防犯機能付き電話
機の設置等に要する経費を補助す
る。

5年度実績：163件 市民局市民安全
推進課

4 消費生活
出前講座
の実施

学校、高齢者団体、地域で高齢者
を支援する団体などに講師を派遣
し、消費者トラブルの実例などを
通して、消費生活の基礎的知識の
普及に努め、自立した消費者の育
成と消費者被害の未然防止や拡大
防止を図る。

・5年度実績　129回 市民局消費生活
センター

5 地域住民
への情報
提供

消費者被害や消費生活センターの
業務内容に関する情報を地域住民
に直接届けることにより、消費者
被害の防止を図るとともに、消費
生活センターの認知度を向上さ
せ、消費生活相談につなげる。

・広島市消費生活センターだより発行（広島市高齢者配食
　サービスに同封）：年12回計48,000部
・高齢者への消費生活相談周知チラシ発行（高齢者いきい
　き活動ポイント手帳に同封）：207,500部
・食材配達サービス利用者向け啓発チラシ発行（生協チラ
　シセットに同封）：64,500部

市民局消費生活
センター

6 消費生活
協力団体
の育成

高齢者等の見守り活動のあり方を
学ぶための講座の実施や活動を支
援する情報の提供等により、消費
者安全の確保に取り組む消費生活
協力団体を育成し、消費者被害の
未然防止や拡大防止を図る。

消費生活協力団体として必要な消費者問題に関する基礎知識
や見守り活動のあり方を学ぶための養成講座をオンラインで
開催
　現在の登録団体数：130団体

市民局消費生活
センター

7 消費者安
全確保部
会の構成
団体と連
携した見
守り体制
の整備

消費者安全確保部会の構成団体に
所属する方に、消費生活に関する
見守り活動のあり方を学ぶための
講座等を実施し、消費生活サポー
ターや消費生活協力団体として、
見守り活動に取り組む体制を整備
することにより、消費者被害の未
然防止や拡大防止を図る。

消費者安全確保部会を11/16に開催し、消費者安全確保部会
の構成団体や消費生活サポーター等と連携した見守り体制の
整備について協議した。

市民局消費生活
センター

事業名
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事業の内容等 実施結果 関係課等
1 若い世代
の地域防
犯活動団
体への参
画促進

若い世代（おやじの会の構成員や
ＰＴＡ、子ども会の経験者など）
の地域防犯活動団体への参画促進
について、あらゆる機会を通じて
メッセージを発信し理解を求め
る。

南区地域起こし推進課：南区青少年健全育成連絡協議会、地
　域学校安全指導員との情報交換などの機会を通じて、若い
　世代の参画を促進

各課

2 地域の安
全に貢献
する企業
づくりの
推進

地域の安全に貢献する企業づくり
（従業員が地域防犯活動へ参画し
やすい環境づくり）の推進につい
て、あらゆる機会を通じてメッ
セージを発信し理解を求める。

南区地域起こし推進課：南区安全・安心なまちづくりフェ
　スティバルなどの機会を通じて、地域の安全に貢献する
　企業づくりを推進

各課

3 あいさつ
運動の推
進

地域の特性を考慮し、日々日常的
に行っているあいさつを通じて地
域の連帯感を醸成するとともに、
見守り活動においても積極的にあ
いさつ運動を推進する。

中区：各地区青少協が行うあいさつ運動用に啓発用ティッ
　シュ及びのぼり旗を提供（通年）
東区：防犯活動団体や各種地域活動団体からの要望により、
　あいさつ運動用ののぼり旗を提供
南区：「子ども安全の日」のパトロール、交通安全キャン
　ペーンなどの機会を通じて、あいさつ運動を推進
西区：小学校の下校時に青色防犯パトロールカーで通学路
　の見回りを行い、あいさつ運動を実施（毎月22日（7月、
　8月、3月を除く））
安佐南区：安佐南さわやか挨拶推進大会の開催
　（2/18　安佐南コミュニティ協議会と共催）
安佐北区:
・毎月22日の登校時に青色防犯パトロールカーで通学路の
　パトロールを実施。
・登校時に9小学校（三田小、日浦小、深川小、飯室小、
　高南小、大林小、可部南小、倉掛小、落合東小）正門付
　近で区役所幹部職員が見守り活動、下校時に合わせて区
　内全24小学校通学路のパトロールを実施(11/22)
・青色防犯パトロールカー等による登下校見守りパトロー
　ル時にあいさつ運動を実施
安芸区：「子ども安全の日」のパトロール、防犯・交通安
　全キャンペーン等の機会を通じてあいさつ運動用ののぼ
　り旗を実施
佐伯区：青色防犯パトロールカーによるパトロールを実施す
　る際に、あいさつ運動を推進（毎月2日、12日、22日の登
　下校時）

市民局市民安全
推進課
各区地域起こし
推進課

  

事業名

　⑶  地域防犯力の向上
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